
広報

５月号	 [No.670]
平成26年（2014年）5月1日

【
阿
南
市
ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
施
行
10
年
特
集
】

拾
っ
た
私
は
、す
て
な
い
。

【
見
て
、聞
い
て
、体
験
す
る
環
境
学
習
・
啓
発
施
設
】

み
ん
な
で
エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
へ
行
こ
う
！



■
産
業
部

産
業
部
長　
　
　
　
　
　

 	

高
島 

武
己

農
林
水
産
課
長　
　
　
　

 	

條
　
　 

司

農
地
整
備
課
長　
　
　
　

 	

松
田 

裕
二

商
工
観
光
労
政
課
長 	

島
田 

忠
朋

企
業
振
興
課
長　
　
　
　

 	

細
川 

博
史

野
球
の
ま
ち
推
進
課
長 　

	

山
崎 

秀
行

■
建
設
部

建
設
部
長　
　
　
　
　
　

 	

吉
原 

敏
男

建
設
部
理
事
（
兼
）　　

 	

石
原 

弘
之

建
設
部
参
事
・
土
木
課
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 	

吉
川 

博
文

工
事
検
査
課
長　
　
　
　

 	

長
田
　 

晃

住
宅
・
建
築
課
長　
　
　

 	

尾
﨑 

正
俊

維
持
管
理
課
長　
　
　
　

 	

篠
岡 

彰
彦

公
園
緑
地
課
長　
　
　
　

 	

中
道 

信
弘

■
特
定
事
業
部

特
定
事
業
部
長　
　
　
　

 	

小
林 

洋
一

特
定
事
業
部
理
事　
　
　

 	

石
原 

弘
之

特
定
事
業
部
参
事
・
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
長
事
務
取
扱　
　

 	

幸
坂 

雅
好

特
定
事
業
推
進
課
長　
　

	 

原
田 

隆
博

下
水
道
課
長　
　
　
　
　

	 

森
野
　 

宏

■
理
事
（
庁
舎
建
設
担
当
）

理
事
・
庁
舎
建
設
課
長
事
務
取
扱

	

吉
田 

　
裕

■
市
民
部

市
民
部
長　
　
　

 	

陶
久 

敏
郎

市
民
生
活
課
長	

秋
本 

明
美

人
権
・
男
女
参
画
課
長 	

多
田 

和
洋

環
境
保
全
課
長　
　
　

 	

近
藤 

善
弘

文
化
振
興
課
長　
　
　

 	

数
藤 

康
彦

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

 	

日
下 

博
文

■
環
境
管
理
部

環
境
管
理
部
長　
　
　

	

三
木
野 

文
秋

環
境
管
理
部
副
部
長
・
環
境
管
理
事
務

所
長
事
務
取
扱　
　

 	

森
本 

義
彦

環
境
管
理
課
長
・
環
境
啓
発
セ
ン
タ
ー

所
長 	

木
下 

雅
憲

ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
所
長	

  

奥
村 

展
章

環
境
整
備
課
長　
　
　

  	

亀
尾 

剛
士

環
境
管
理
事
務
所
生
活
環
境
課
長

	

石
本 

靖
弘

■
保
健
福
祉
部

保
健
福
祉
部
長　
　
　

	

福
谷 

美
樹
夫

福
祉
事
務
所
長
・
福
祉
課
長
事
務
取
扱

　
　

  	

桝
田 

　
勲

部
付
課
長
（
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
派
遣
）　　

	

増
井 

昌
已

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
　

	

米
田
　 

勉

保
険
年
金
課
長　
　
　
　

	

半
瀬 

恒
夫

加
茂
谷
診
療
所
長
・
伊
島
診
療
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 	
 

湯
浅 

亮
一

介
護
・
な
が
い
き
課
長 　

	

坂
本 

誠
規

こ
ど
も
課
長　
　
　
　
　

 	

打
樋 

昌
之

こ
ど
も
相
談
室
長　
　
　

 	

坂
東 

孝
代　

■
企
画
部

企
画
部
長　
　
　
　
　

	

玉
田 

秀
明

秘
書
広
報
課
長　
　
　

	

鈴
江 

省
吾

人
事
課
長　
　
　
　
　

	

髙
島 

博
佳

企
画
政
策
課
長　
　
　

	

水
口 

隆
起

東
京
事
務
所
長　
　

	

桑
村 

申
一
郎

行
政
情
報
課
長　
　
　

	

堺 

　
敬
子

法
令
室
長　
　
　
　

	

中
上
野 

博
章

Ｉ
Ｔ
推
進
課
長　
　
　

	

川
田
　 

実

■
総
務
部

総
務
部
長　
　
　
　
　

	
篠
原 
明
広

財
政
課
長　
　
　
　

	

杣
友 
秀
二
三

管
財
課
長　
　
　
　
　

	

原 

　
政
広

税
務
課
長  　
　
　

　	

井
上 

正
嗣

納
税
課
長　
　
　
　
　

	

松
田 

晋
介

■
防
災
部

防
災
部
長　
　
　
　
　

	

石
居
　 

玄

防
災
対
策
課
長　
　
　

	

近
藤 

義
昭

市
　
長
　
　
岩
浅
　
嘉
仁

副
市
長
　
　
亀
尾
　
貞
男

教
育
長
　
　
新
居
　
正
秀

政
策
監
　
　
惠
来
　
和
男

政
策
監
　
　
西
田
　
　
修

　市職員
人事異動
2014年度

2014年度の組織機構および職員体制をお知ら
せします。４月１日時点の職員数は864人で、
前年度比12人の減となっています。
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■
会
計
管
理
者
・
会
計
課

会
計
管
理
者　
　
　
　

 	

美
馬 

隆
司

会
計
課
長　
　
　
　
　

 	

熊
本 

広
治

■
水
道
部

水
道
部
長　
　
　
　
　

 	

秋
本 

卓
巳

水
道
部
参
事
・
工
務
課
長
事
務
取
扱

　
　

 	

岐 

　
謙
司

業
務
課
長　
　
　
　
　

 	

岡
本 

光
弘

■
教
育
委
員
会

教
育
次
長　
　
　
　
　

 	

西
村 

信
昭

教
育
委
員
会
理
事
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
長
事
務
取
扱　
　
　

 	

吉
田 

勝
義

教
育
委
員
会
参
事
・
生
涯
学
習
課
長

事
務
取
扱　
　
　
　
　

 	

佐
藤 

芳
輝

教
育
委
員
会
参
事
・
人
権
教
育
課
長

事
務
取
扱　
　
　
　
　

 	

長
野 

荘
次

総
務
課
長　
　
　
　

 	

越
久
村 

仁
司

学
校
教
育
課
長　
　
　

 	

森
下 

哲
司

学
校
給
食
課
長　
　
　

 	
青
井
　 

茂

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

	

長
谷 
佳
和

阿
南
図
書
館
長　
　
　

 	

岩
崎 
麻
美

■
消
防
本
部

消
防
長　
　
　
　
　
　

	

森
本 

耕
造

消
防
次
長
・
消
防
署
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

豊
田
　 

實

消
防
本
部
参
事
・
総
務
課
長
事
務
取

扱	

服
部 

　
弘

消
防
副
署
長
・
第
一
消
防
課
長
事
務

取
扱	

乾
　 

庫
介

警
防
課
長　
　
　
　
　

	

久
積 

裕
幸

予
防
課
長　
　
　
　
　

	

藤
倉 

和
一

情
報
管
制
課
長　
　
　

	

竹
治 

稔
文

第
二
消
防
課
長　
　
　

	

並
川 

茂
文

第
三
消
防
課
長　
　
　

	

秋
本 

徳
茂

■
議
　
会

事
務
局
長　
　
　
　
　

	

茂
村 

福
和

議
事
課
長　
　
　
　

	

岩
佐 

真
由
美

■
農
業
委
員
会

事
務
局
参
事
・
事
務
局
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　

	

藤
野 

絢
志
郎

■
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長　
　
　
　
　

 	

富
永 

　
優

■
監
　
査

事
務
局
参
事
・
事
務
局
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　

	

大
黒 

正
和

■
公
平
委
員
会

事
務
局
長
（
兼
）　　

	

大
黒 

正
和

【環境管理部】
新ごみ処理施設「エコパーク阿南」の本格稼働に伴い、「クリーンセンター」および「リサイクルセンター」は廃止し、「環境
啓発センター」でモニタリングや啓発事業、市内外からの視察等に対応します。また、環境整備課の「施設建設係」を「施設
管理係」に名称変更しました。

【建設部】
「住宅建築課」を「住宅・建築課」と名称変更し、「改良住宅係」を廃止して「住宅係」を「市営住宅係」に改め、改良住宅を
含む市営住宅の管理等を行います。また、「住まいの安全・安心係」を新設し、市営住宅以外の住宅施策を推進していくこととし、

「建築係」を「建築営繕係」に名称変更しました。

【市議会】
事務局「議事課」の「議事調査係」を「議事係」と「調査係」に分割し、業務の充実を図ります。

【その他】
理事（部長級）を新設し、現在の新庁舎建設に加え、長の部局全体の建築関係の相談、指導にあたります。

組織機構を
見直しました
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新
規
採
用
職
員
（
43
人
）

妹
尾
拓
也
・
大
西
悠
佳
・
野
村
瑞
帆
・

髙
見
雄
太
・
上
西　

慶
・
越
久
村
知
紀
・

仁
木
敦
子
・
菊
野
公
美
子
・
藤
坂
く
る

み
・
森　

早
那
惠
・
阿
部
直
樹
・
石
井

祥
太
・
守
安
莉
咲
・
笠
井
健
斗
・
武
市

麻
衣
・
豊
﨑
里
沙
子
・
井
坂
拓
也
・
富

井
雅
也
・
髙
原
夏
樹
・
川
野
愛
実
・
住

友
香
苗
・
大
西
優
衣
・
助
田
綾
乃
・
新

宅
綾
生
・
原　

奈
津
美
・
森
下　

咲
・

星
野
知
世
・
田
中
友
梨
・
西
岡
知
紗
・

原
田
千
尋
・
大
島
萌
美
・
松
永
千
佳
・

小
川
慶
子
・
東
條
美
穂
・
国
尾
佳
織
・

木
田
智
美
・
畠
山
剛
史
・
横
手
彬
史
・

津
田
康
平
・
小
笠
原
拓
朗
・
福
池
俊
介
・

長
谷
和
紀
・
大
坂
有
人

退
職
者
（
48
人
）

※
順
不
同
・
カ
ッ
コ
内
は
前
所
属
・
年
度
途
中
の
退
職
者
は
除
く

一
楽 

明
美
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

上
原 

啓
二
（
教
育
委
員
会
）

西
野 

孝
則
（
環
境
管
理
部
）

福
岡 

和
恵
（
阿
南
中
学
校
）

遠
藤 

美
喜
子
（
富
岡
幼
稚
園
）

佐
野 

泰
弘
（
防
災
部
）

石
橋 

修
（
葬
斎
場
）

上
田 

彰
三
（
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

岩
佐 

千
代
美
（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所
）

谷
山 

幸
子
（
津
乃
峰
保
育
所
）

稲
村 

良
秋
（
教
育
委
員
会
）

原
田 

義
夫
（
情
報
管
制
課
）

吉
澤 

健
二
（
企
画
部
）

福
永 

亨
（
議
会
事
務
局
）

水 　 道 　 部
部 長 室 22－8069

那支１階業 務 課 22－0587（水道料金お客様センター）
工 務 課 22－3295
教 育 委 員 会
教 育 長 室 22ー3297

１仮２階
教 育 次 長 室 22－3298
総 務 課 22－3299
学 校 教 育 課 22－3390
生 涯 学 習 課 22－3391
人 権 教 育 課 22－3392 1仮１階
ス ポ ー ツ 振 興 課 22－3394 ス総１階
学 校 給 食 課 22－0362 給セ
教 育 研 究 所 22－3395 1仮３階
議 　 　 　 　 　 会
議 長 室 22－3398

本庁３階事 務 局 長 22－3399議 事 課

各 種 行 政 委 員 会
選挙管理委員会事務局 22－3791 ひ館２階
監 査 事 務 局 22－3792 本庁３階公 平 委 員 会 事 務 局
農 業 委 員 会 事 務 局 22－3790 那支２階
消  防  本  部
消 防 長 室 22－3797

消防２階総 務 課 22－3798
警 防 課 22－3796
予 防 課 22－3799
情 報 管 制 課 22－1120 消防３階
消 防 課 22－3847 消防２階

【凡例】

本庁…本庁舎
１仮…第１仮庁舎
仮プ…第１仮庁舎プレハブ
２仮…第２仮庁舎
那支…那賀川支所
羽支…羽ノ浦支所
ひ館…阿南ひまわり会館
環境…環境管理事務所
牛岐…牛岐城趾公園管理棟
文化…文化会館
ス総…スポーツ総合センター
給セ…第一学校給食センター
消防…消防庁舎（辰己町）

※ B ＝地下

代表・夜間・休日の受付　	 ☎22－1111
テレフォンサービス
（病院案内・災害情報案内）	 ☎22－9999

災害対策本部（災害時設置）	 ☎22－3854

はのうら

那賀川橋 大京原橋

市役所市役所

第１仮庁舎（旧阿南保健所）
第２仮庁舎（旧ハローワーク）

牛岐城趾公園管理棟

第一学校給食センター

阿南ひまわり会館阿南ひまわり会館

スポーツ総合センタースポーツ総合センター環境管理事務所
文化会館

那賀川大橋

にしばら

羽ノ浦支所

那賀川支所

あわなかしま

あなん

消防庁舎消防庁舎

◎
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岸
田 

永
子
（
富
岡
保
育
所
）

東
條 
盛
彦
（
保
健
福
祉
部
）

藤
倉 
佐
代
子
（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

粟
飯
原 
佳
明
（
産
業
部
）

秋
本 

直
美
（
見
能
方
保
育
所
）

横
手 

育
子
（
市
民
部
）

小
坂 

孝
子
（
こ
ど
も
課
）

平
岡 

裕
文
（
予
防
課
）

天
羽 

正
明
（
市
民
部
）

前
川 

眞
知
子
（
本
庄
保
育
所
）

上
田 

博
（
新
野
住
民
セ
ン
タ
ー
）

佐
藤 

賢
治
（
市
民
部
）

岩
田 

好
史
（
市
民
生
活
課
）

田
村 

俊
彦
（
消
防
本
部
）

浅
野 

亮
一
（
特
定
事
業
部
）

中
島 

良
一
（
第
一
消
防
課
）

撫
養 

義
博
（
産
業
部
）

河
野 

庸
雄
（
第
二
消
防
課
）

宮
田 

和
明
（
保
険
年
金
課
）

川
原 

秀
子
（
羽
ノ
浦
こ
ば
と
保
育
所
）

伊
藤 

美
保
（
大
野
保
育
所
）

濱
口 

和
子
（
桑
野
小
学
校
）

渡
守 

佳
那
江
（
見
能
方
保
育
所
）

佐
々
木 

和
子
（
横
見
保
育
所
）

井
澤 

剛
（
第
三
消
防
課
）

川
島 

茂
（
第
二
消
防
課
）

數
延 

昌
明
（
第
一
消
防
課
）

近
藤 

洋
子
（
新
野
幼
稚
園
）

大
津 

隆
（
阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館
）

山
下 

聖
子
（
本
庄
保
育
所
）

佐
野 

昌
代
（
学
校
教
育
課
）

神
例 

扶
美
代
（
見
能
林
幼
稚
園
）

鎌
田 

美
穂
（
加
茂
谷
幼
稚
園
）

築
地 

誠
子
（
横
見
幼
稚
園
）

環 境 管 理 部
部 長 室 22－3793 環境１階環 境 管 理 課 22－3794
環 境 整 備 課 22－3795 環境２階
生 活 環 境 課 22－0001 環境１階
保 健 福 祉 部
部 長 室 22－1591 本庁１階
保 健 セ ン タ ー 22－1590 ひ館１階

保 険 年 金 課 22－1118

本庁１階22－8064
福 祉 課 22－1592
介 護 ・ な が い き 課 22－1793
こ ど も 課 22－1593 本庁２階こ ど も 相 談 室 22－1677
産 　 業 　 部
部 長 室 22－1597 本庁４階農 林 水 産 課 22－1598
農 地 整 備 課 22－1599 ２仮１階
商 工 観 光 労 政 課 22－3290 本庁４階企 業 振 興 課 22－3401
野 球 の ま ち 推 進 課 22－1297 １仮２階
建 　 設 　 部
部 長 室 22－1594 ２仮２階
工 事 検 査 課 22－7410 １仮３階
土 木 課 22－1595 ２仮２階
住 宅 ・ 建 築 課 22－3431 １仮１階
維 持 管 理 課 22－9596 ２仮１階
公 園 緑 地 課 22－9293 牛岐２階
特 定 事 業 部
部 長 室 22－0527

羽支１階理 事 室 22－1030
ま ち づ く り 推 進 課 22－1596
特 定 事 業 推 進 課 22－3197
下 水 道 課 22－1796 仮プ１階
理             事
阿 南 市 理 事 室 22－8286 本庁２階（ 庁 舎 建 設 担 当 ）
会             計
会 計 管 理 者 22－1107 本庁１階会 計 課 22－3294

課　　名　　等 電話番号 配　置
市長室（秘書広報課へ） 22－1110

本庁２階副 市 長 室 22－1101
惠 来 政 策 監 室 22－1339
西 田 政 策 監 室 28－9883
企 　 画 　 部
部 長 室 22－1119

本庁２階秘 書 広 報 課 22－1110
人 事 課 22－1112
企 画 政 策 課 22－3429 １仮３階
行 政 情 報 課 28－9885 仮プ２階法 令 室 22－7449
I T 推 進 課 22－1117 本庁２階
総 　 務 　 部
部 長 室 22－1108

本庁２階財 政 課 22－1113
庁 舎 建 設 課 22－8285
管 財 課 22－3804
税 務 課 22－1114 本庁１階納 税 課 22－1792
防 　 災 　 部
部 長 室 22－1098 本庁２階
防 災 対 策 課 22－9191 本庁４階
市 　 民 　 部
部 長 室 22－1115 本庁２階
市 民 生 活 課 22－1116 本庁１階
人 権 ・ 男 女 参 画 課 22－3094 １仮１階男 女 共 同 参 画 室 22－7401
環 境 保 全 課 22－3413 本庁２階
文 化 振 興 課 22－1798 文化Ｂ１
ふ る さ と 振 興 課 22－7404 本庁１階阿南地区交通安全教育推進協議会 22－8952
那 賀 川 支 所 42－1111 那支
羽 ノ 浦 支 所 44－3111 羽支

市役所電話番号・配置案内
ー配置の建物名称は凡例を参照してくださいー
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～
北
条
民
雄　

生
誕
１
０
０
年
～

お
く
り
も
の

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
１
０
０
万
円

富
岡
町　

岡
澤
武
子
様
か
ら
香

典
の
一
部
を
地
域
福
祉
事
業
活

動
資
金
と
し
て　

●
金
一
封

富
岡
町　

阿
南
商
工
会
議
所
女

性
会
様
か
ら
活
竹
祭
に
お
け
る

売
上
金
の
一
部
を
社
会
福
祉
事

業
運
営
基
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
活
性
21
活
動
補
助
金

事
業
申
請
の
受
付

　

こ
の
事
業
は
地
域
の
活
性
化
や

特
色
あ
る
地
域
お
こ
し
活
動
等
を

実
施
す
る
団
体
を
支
援
す
る
補
助

金
制
度
で
す
。

対
象
事
業

▼
独
自
性
・
創
造
性
に
富
み
将
来

的
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
業

▼
伝
統
文
化
の
継
承
と
新
し
い
地

域
お
こ
し
事
業

▼
地
域
活
性
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト

事
業

▼
環
境
改
善
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業

▼
地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
を
目

指
し
た
事
業

申
請
方
法　
交
付
申
請
書
（
公
民

館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
に
備
え
付

け
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈭
～
23
日
㈮

※
交
付
の
可
否
等
は
、
７
月
中
旬

に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

平
成
26
年
度

阿
南
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
事
業

補
助
金
申
請
を
受
付

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
方
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
申
請
方
法
等
く

わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

金
額　
１
件
に
つ
き
５
万
円

募
集
件
数　
１
０
０
件

※
募
集
件
数
に
達
し
た
時
点
で
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

募
集
期
間　
６
月
２
日
㈪
～
11
月

28
日
㈮

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
店
舗
兼
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
は
対
象

外
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

北
条
民
雄　

大
正
３
年
（
１
９

１
４
年
）
９
月
22
日
～
昭
和
12

年
（
１
９
３
７
年
）
12
月
５
日

　

軍
人
で
あ
っ
た
父
の
任
地
ソ

ウ
ル
で
生
ま
れ
、
翌
年
、
母
の

病
死
に
よ
り
徳
島
県
那
賀
郡
の

母
の
生
家
に
帰
り
、
祖
父
母
の

も
と
で
養
育
さ
れ
昭
和
４
年
に

上
京
。
18
歳
の
時
、
１
歳
下
の

色
白
の
美
し
い
娘
と
結
婚
。
し

か
し
、
ほ
ん
の
４
カ
月
の
新
婚

生
活
の
後
、
本
人
の
病
ゆ
え
の

離
婚
と
そ
の
女
性
の
入
水
自
殺

未
遂
、
翌
年
の
死
…
。
民
雄
は

ハ
ン
セ
ン
病
と
診
断
さ
れ
、
全ぜ

ん

生せ
い

病
院
（
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
多
磨
全ぜ

ん

生し
ょ
う

園
）
へ
入
る
。

　

当
時
の
人
々
は
ハ
ン
セ
ン
病

と
聞
く
と
、
差
別
を
伴
う
不
治

の
病
と
し
て
絶
望
し
た
の
で

し
た
。
民
雄
の
病
状
は
そ
う
重
く

は
な
か
っ
た
が
、
発
病
し
て
以
来

ず
っ
と
死
ぬ
こ
と
を
考
え
て
い
ま

し
た
。
死
を
意
識
し
た
民
雄
に

と
っ
て
、〝
生
き
る
〟
と
は
文
学

と
な
り
ま
し
た
。

　

民
雄
が
療
養
所
に
入
っ
た
一
日

の
様
子
を
描
い
た
衝
撃
的
な
作
品

『
い
の
ち
の
初
夜
』（
１
９
３
６
年
）

は
、
文
學
界
賞
を
受
賞
。
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
り
、
角
川
文
庫
版
の

こ
の
本
は
27
万
４
千
部
が
読
み
続

け
ら
れ
、
今
も
版
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

民
雄
を
最
初
に
世
に
出
し
た
の

は
、
15
歳
年
上
の
川
端
康
成
で
し

た
。
二
人
の
往
復
書
簡
は
90
通
に

も
及
び
、
23
歳
で
逝
っ
た
民
雄
の

死
の
当
日
に
は
、
遺
体
に
も
面
会

し
て
い
ま
す
。

　

民
雄
と
川
端
の
心
の
交
流
を
中

心
に
再
び
北
条
民
雄
に
光
を
当

て
た
の
が
、
髙
山
文
彦
著
『
火

花　

北
条
民
雄
の
生
涯
』（
１

９
９
９
年
）
で
す
。
こ
の
作
品

は
、
第
31
回
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
、
第
22
回
講
談

社
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

作
者
、
髙
山
文
彦
（
本
名
・

工
藤
雅
康
）
君
と
は
30
年
来
の

親
し
き
友
人
で
す
。
彼
は
優
し

い
心こ

こ
ろ
ね根

を
持
っ
て
い
ま
す
。
彼

は
、
民
雄
の
本
名
や
出
身
地
が

判
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
公

表
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
彼
の
心

の
あ
り
さ
ま
を
よ
く
知
る
私
に

は
、
髙
山
君
の
心
の
目
は
、
い

つ
も
民
雄
と
と
も
に
、
あ
の
那

賀
川
を
見
て
い
る
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
い
ま
す
。

お互い30代の髙山文彦氏と筆者
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夏
季
ご
み
収
集
作
業
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）を
募
集

募
集
内
容　
本
年
６
月
か
ら
９
月

に
環
境
管
理
事
務
所
に
お
い
て
、

臨
時
的
に
勤
務
す
る
作
業
補
助
員

応
募
資
格　
昭
和
27
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
10
人

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、

４
月
30
日
㈬
以
降
に
お
渡
し
し
ま

す
。

申
込
期
間　
４
月
30
日
㈬
～
５
月

８
日
㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
５
月
11
日
㈰

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
人

事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

農
用
地
区
域
の
変
更
申
請

（
除
外・編
入
）は
お
早
め
に

　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
農
用

地
区
域
」
の
平
成
26
年
度
前
期
の

変
更
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、申
請
書（
農

林
水
産
課
備
え
付
け
）
に
必
要
書

類
等
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

提
出
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林
水

産
課
企
画
係（
☎
22

－

１
５
９
８
）

へ
人
権
教
育・啓
発

阿
南
市
人
権
施
策
基
本
方
針
進
捗

状
況（
25
年
度
版
）が
で
き
ま
し
た

　

人
権
・
男
女
参
画
課
窓
口
、
各

住
民
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
、
各
公

民
館
、
各
隣
保
館
、
各
教
育
集
会

所
で
そ
れ
ぞ
れ
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間　
５
月
１
日
㈭
～
10
月

31
日
㈮

６
月
１
日
は

全
国
一
斉「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

人
間
が
「
命
」
と
い
う
平
等
な

も
の
を
授
か
り
、
生
き
て
い
く
う

え
で
「
人
権
」
は
大
切
に
守
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
日
常
生

活
の
な
か
で
人
権
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

社
会
生
活
に
お
け
る
不
当
な
扱
い
、

子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
な
ど

が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
表
面
化

し
に
く
い
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
住
民
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
人
権

擁
護
委
員
が
任
命
さ
れ
、
各
市
町

村
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
16
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
昭
和
24
年

６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
そ
の
日

を
記
念
し
て
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
を
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
が

住
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る

た
め
に
、
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
と

と
も
に
、「
人
権
尊
重
」
の
大
切

さ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
本
市

で
は
、
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　
６
月
２
日
㈪　

午
前
10
時

～
正
午

場
所　
羽
ノ
浦
公
民
館

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

い
き
い
き
地
域・職
場
づ
く
り
を
応
援
！

男
女
共
同
参
画

出
前
講
座
の
受
付

　

地
域
や
職
場
で
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
学
習
し
ま
せ
ん
か
。
内

容
や
時
間
は
相
談
の
う
え
実
施
し

ま
す
。
講
師
派
遣
料
は
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
男
女

共
同
参
画
室（
☎
22

－

７
４
０
１
）

へ

新民生委員・児童委員の紹介
橘地区、羽ノ浦地区で、新たに民生
委員・児童委員に委嘱された方をご
紹介します。
《橘地区》
○沖野隆久さん
担当地区（中浦・江ノ浦・上道・下道）
○田中千代美さん
担当地区（市営橘団地・日本電工社宅）
《羽ノ浦地区》
○程野千代子さん
担当地区（春日野分譲南）
※全地区の民生委員・児童委員につ
いては、市ホームページでご覧いた
だけます。
問い合わせは
福祉課（☎22－1592）へ

消防庁長官表彰 おめでとうございます

阿南市消防団副団長
谷村　清さん

桑野分団長
平坂 公一さん

椿分団長
西内 三千年さん

消防庁長官表彰永年勤続功労章は、永年（25年以上）
勤続し、勤務成績が優秀で他の模範となると認められる
消防団員、消防吏員に対して総務省消防庁長官より表彰
されるもので、勲章・褒章などの栄典に準じ、最も栄誉
あるもののひとつです。
３月５日に消防庁長官表彰を受章された方々をご紹介し
ます。

【永年勤続功労章】
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耐
震
診
断

対
象　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅

自
己
負
担
額　
３
千
円

　

耐
震
改
修
に
係
る
補
助
事
業
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

耐
震
改
修
工
事
費
補
助
事
業

対
象　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
耐

震
診
断
を
受
け
、
高
さ
が
１
・
５

メ
ー
ト
ル
以
上
の
家
具
を
す
べ
て

固
定
し
、
評
点
が
０
・
７
未
満
と

判
定
さ
れ
た
住
宅
を
評
点
１
・
０

以
上
に
改
修
す
る
工
事
で
す
。

※
県
の
講
習
を
受
け
て
徳
島
県
木

造
住
宅
耐
震
改
修
施
工
者
等
と
し

て
登
録
さ
れ
た
方
で
な
け
れ
ば
施

工
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
金
額　
改
修
工
事
に
か
か
る

工
事
費
用
の
３
分
の
２
で
、
最
高

60
万
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た

所
得
税
の
特
別
控
除
や
固
定
資
産

税
の
減
額
な
ど
、
税
の
優
遇
措
置

も
あ
り
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修

促
進
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

対
象　
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
金

の
交
付
決
定
を
受
け
た
方

補
助
金
額　
耐
震
改
修
工
事
お
よ

び
同
時
に
附
帯
し
て
行
う
一
連
の

工
事
（
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
）
費

か
ら
、
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
金

の
交
付
額
に
１
・
５
を
乗
じ
た
金

額
を
減
じ
て
得
た
額
の
５
分
の
１

の
額
（
最
高
20
万
円
）。

阿
南
市
住
ま
い
の

安
全・安
心
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

対
象　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
耐

震
診
断
を
受
け
、
評
点
が
１
・
０

未
満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
で
、
次

の
①
～
⑤
の
工
事
。（
①
は
必
ず

実
施
し
、
②
～
④
は
い
ず
れ
か
を

実
施
、
⑤
の
実
施
は
自
由
で
す
。）

①
高
さ
が
１
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上

の
家
具
を
す
べ
て
固
定

②
評
点
を
１
・
０
に
近
づ
け
る
耐

震
補
強
工
事
等

③
耐
震
ベ
ッ
ド
や
耐
震
シ
ェ
ル
タ

ー
を
設
置
す
る
工
事

④
②
ま
た
は
③
に
相
当
す
る
工
事

⑤
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
向
上
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
工
事

補
助
要
件　
次
の
事
項
を
す
べ
て

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
市
内
に
本
店
を
有
す
る
建
設
業

者
等
が
施
工
す
る
こ
と

・
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
着
手

す
る
こ
と

・
工
事
に
要
す
る
経
費
の
合
計
が

20
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
５

分
の
１
（
上
限
20
万
円
）

※
「
徳
島
県
住
ま
い
の
安
全
・
安

心
な
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
と

併
用
す
る
と
、
最
大
で
60
万
円
の

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

対
象　
申
請
時
に
お
い
て
、
建
築

後
５
年
以
上
経
過
し
た
住
宅
で
、

次
の
①
～
③
の
工
事
。（
①
は
必

ず
実
施
し
、
②
③
の
実
施
は
自
由

で
す
。）

①
高
さ
が
１
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上

の
家
具
を
す
べ
て
固
定

②
現
に
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分

に
つ
い
て
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

③
地
震
時
に
倒
壊
の
危
険
が
あ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
耐
震
化
工
事

補
助
要
件
・
補
助
金
額　
「
阿
南

市
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
リ
フ
ォ

ー
ム
支
援
事
業
」
に
同
じ
。

受
付
期
間　
６
月
２
日
㈪
～
30
日

㈪
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

※
各
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
・
建
築
課

（
☎
22

－

３
４
３
１) 

へ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル

〝
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
〟
に
ご
用
心

　

出
会
い
系
な
ど
の
サ
イ
ト
業
者

に
、
言
葉
巧
み
に
〝
サ
ク
ラ
サ
イ

ト
〟
へ
誘
導
さ
れ
、
詐
欺
被
害
に

遭
う
事
例
が
多
数
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
手
口
は
異
性
と
交
際
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
利
用
す
る

だ
け
で
な
く
、
仕
事
の
紹
介
や
悩

み
の
相
談
に
の
っ
て
ほ
し
い
な
ど

ま
す
ま
す
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

サ
ク
ラ
は
著
名
人
や
占
い
師
な
ど

に
な
り
す
ま
し
て
接
触
し
て
き
ま

す
。

　

誘
導
さ
れ
る
サ
イ
ト
は
登
録
無

料
と
な
っ
て
い
て
も
、
何
度
か
や

り
と
り
し
た
時
点
で
、
以
後
の

高
額
で
購
入
を
さ
せ
ら
れ
た
り
し

ま
す
。
慎
重
に
検
討
し
、
請
求
さ

れ
て
も
す
ぐ
に
支
払
い
を
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
感
じ
た

り
、
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
」
と
は
、
サ

イ
ト
業
者
に
雇
わ
れ
た「
サ
ク
ラ
」

が
異
性
、
芸
能
人
な
ど
に
な
り
す

ま
し
て
サ
イ
ト
に
誘
導
し
、
メ
ー

ル
交
換
等
の
有
料
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
さ
せ
、
支
払
い
を
続
け
さ
せ
る

サ
イ
ト
の
こ
と
。

●
出
前
講
座

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
「
出

前
講
座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最

新
情
報
を
交
え
て
お
話
し
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

－

３
２
５

１
）
へ

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す

日時　５月22日㈭　14:00～15:00
場所　ひまわり会館２階
　　　ふれあいホール
演題
　「金融トラブル問題等について」
講師
　財務省四国財務局
　徳島財務事務所　
　理財課長　後 雅史さん
※入場は無料です。
問い合わせは　市民生活課
　　　　　　　（☎22−1116）へ

消費者啓発講演会

サ
ー
ビ
ス
利
用

の
度
に
ポ
イ
ン

ト
の
購
入
が
必

要
に
な
り
、
有

料
と
な
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
利
用
料
が

高
額
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
マ

ル
チ
商
法
の
話

を
持
ち
か
け
ら

れ
た
り
、
高
額

な
情
報
商
材
を
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阿
南
警
察
署
だ
よ
り

特
殊
詐
欺（
振
り
込
め
類
似
詐
欺
）

に
注
意

　

投
資
な
ど
を
名
目
と
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
送
付
さ
れ
て
き
た
時

は
要
注
意
で
す
。

　

相
手
は
、
後
日
電
話
で
「
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
送
ら
れ
た
方
に
し
か

購
入
で
き
な
い
商
品
（
株
な
ど
）

が
あ
る
」
な
ど
と
、
も
う
け
話
を

持
ち
か
け
て
現
金
を
だ
ま
し
取
り

ま
す
。
阿
南
市
で
も
実
際
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
送
付
さ
れ
て
き
た
方

が
い
ま
す
の
で
、
他
人
事
と
思
わ

ず
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば

警
察
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交通
事故

件 数
死 者
負傷者

214件（586）
1人（    1）

36人（  94）

救急 件 数
搬送人員

274件（859）
258人（823）

火災 件 数
損害額

5件（  12）
4,736千円

（ 4,736千円）
●阿南署管内の平成26年１月から３月までの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

　

20
歳
の
学
生
で
す
が
、

収
入
が
な
い
の
で
、
国

民
年
金
の
保
険
料
を
払
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

学
生
は
本
人
に
一
定

額
以
上
の
所
得
が
な
け

れ
ば
、
保
険
料
の
支
払
い
が
猶

予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
の
方
で
、
納
め
ら
れ
な

い
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合

は
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
、
年
金

手
帳
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
が
一

度
承
認
さ
れ
る
と
翌
年
度
以
降
、

在
学
期
間
中
は
毎
年
３
月
下
旬

に
、
は
が
き
形
式
の
学
生
納
付

特
例
申
請
書
が
日
本
年
金
機
構

よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

自主防災組織を支援します

自主防災組織設立支援
住民同士が救出・救援、初期消火等を行う自主防災組
織を設立した場合、次の防災備品を支給します。組織
設立の手続きなど、お気軽にご相談ください。

・ヘルメット（１世帯に１個）
・電気メガホン（およそ30世帯に１個）
・信号灯（およそ30世帯に２本）

自主防災組織の活動補助
住民参加による自主防災活動を推進し、地域の自発的
な自主防災組織の活動を円滑に行うため、自主防災組
織が実施する防災活動、防災訓練、防災研修等に要す
る事業経費に対して、加入世帯に応じた額を限度に補
助金を交付します。

加入世帯数（平成26年４月１日現在）	 補助額　
100世帯未満	 5,000円　
100以上300世帯未満	 10,000円　
300以上500世帯未満	 15,000円　
500以上1,000世帯未満	 20,000円　
1,000世帯以上	 50,000円　

申込方法　防災活動等を実施する予定日の２週間前ま
でに、所定の申請書に必要書類を添付してお申し込み
ください。申請書は、市ホームページからもダウンロー
ドできます。

避難路・避難場所整備に係る原材料等支給
地震・津波等災害時の避難路または避難場所を自主防
災組織等がその労力で整備する場合において、当該工
事に要する原材料および一般建設機械等の借上げ料

（オペレーター料、燃料代を除く）を支給します。

申込方法　５月30日㈮までに防災対策課にご相談い
ただき、所定の申込書に必要書類を添付してお申し込
みください。

問い合わせは　防災対策課（☎22－9191）へ

下苅屋協議会は、㈶自治総合センターの宝くじ
受託事業収入を財源とした「コミュニティセン
ター助成事業」から助成を受け、下苅屋コミュ
ニティセンターを建設しました。今後、地域の
コミュニティ活動の振興・発展の場として、大
いに活用されることを期待します。

問い合わせは
ふるさと振興課（☎22−7404）へ

平成25年度コミュニティ助成事業で
下苅屋コミュニティセンターを整備
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平成26年４月からの消費税率引き上げに際し、所得の低い方
への負担を考慮し、暫定的・臨時的措置として給付金が支給さ
れます。対象は次のとおりで、いずれも、１月１日現在で住民
登録のあった市町村に申請していただくことになっています。
現在、申請受付に向けて準備を進めています。申請方法等くわ
しくは、広報あなん６月号でお知らせします。

■臨時福祉給付金
給付対象　平成26年１月１日において、本市で住民登録され
ている方で、市町村民税が課税されていない方のうち市町村民
税が課税されている方に扶養されていない方、また生活保護受
給者でない方
問い合わせは　福祉課（☎22−1592）へ

■子育て世帯臨時特例給付金
給付対象　平成26年１月分の児童手当（特例給付を含む）の
受給者。ただし児童手当の所得制限以上の方、臨時福祉給付金
の対象者および、生活保護の被保護者は対象外です。（公務員
の方は、職場から交付される「申請書」や「児童手当受給状況
証明書」を申請時期まで大切に保管してください。）平成26年
１月分の児童手当を本市で受け取った方には通知します。
問い合わせは　こども相談室（☎22−1677）へ

臨時福祉給付金等を装った詐欺にご注意ください！
市や厚生労働省などがATM（銀行・コンビニなどの現金自動
支払機）の操作をお願いすることは絶対にありません。
公務員を装った電話や郵便物が届いたら、最寄りの警察署また
は警察相談専用電話（#9110）にご連絡ください。

臨時福祉給付金、
子育て世帯臨時特例給付金の支給について○野球観光ツアー　３日㈷

　ブルーインパルス（大阪府）
　レッドタイガース（大阪府）　
　ＴＵＢＥライダース（大阪府）
　の３チームが参加
○第６回全日本少年硬式野球阿南大会
　10日㈯、11日㈰
○第 85 回都市対抗野球四国予選大会
　16日㈮～18日㈰

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）へ

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

5月の日程

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○竹細工作品展　４月29日㈷〜５月11日㈰
○古希の手芸展　13日㈫～25日㈰
○パンフラワー展　５月27日㈫〜6月8日㈰
■体験コーナー

○ゆらり竹とんぼを作ろう
11日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】９日㈮　【定員】10人
【参加費】1,000円　

○阿波踊り活竹人形
18日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】16日㈮　【定員】20人
【参加費】   600円

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中!
問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ

（☎24−3141）へ

光 ５月の催しのまちステーションプラザ

スポーツ総合センター （対象 : 一般男女）

プログラム名 活動日時 コース・活動費（月額）

バウンドテニス 火・水・金曜日
13:30〜17:00

フルコース2,000円
全曜日1,500円
４回900円　

健康ソフトテニス 水・金曜日
9:30〜12:00

フルコース2,000円
全曜日1,600円

水・金の各曜日1,000円　

卓球 平日（休館日以外）
13:00〜17:00

フルコース2,000円
全曜日1,000円

火〜金の各曜日500円

エアロビクス 火曜日（場合により木曜日）
13:30〜14:30 フルコース2,000円

阿南工業高等学校体育館 （対象 : 小学 2年生〜中学生）

プログラム名 活動日時 コース・活動費（月額）

ジュニア
男子バレーボール

火・金曜日
18:30〜20:00 900円　

※フルコースは、ジュニア男子バレーボール以外の全てのプログラムで活動できます。

活動期間　平成27年３月31日㈫まで

年会費
高校生以上4,200円（継続者は3,200円）
中学生以下1,200円
※活動費（月額）が別途必要です。

申込方法
申込書（スポーツ総合センター備え付け）
を提出してください。	

申込み・問い合わせは
スポーツ総合センター
（☎22−2300）へ	
※平日9:00〜17:00　月曜日休館
（月曜日が祝日の場合は翌日が休み）

サンアリーナスポーツクラブ総合型地域スポーツクラブ 会員
募集
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対　　　　　　　　　　　　象 問い合わせは

情報通信基盤施設使用料 ふるさと振興課
☎22−7404

商工業振興センター使用料【室（冷暖房設備）および備品】 商工観光労政課
☎22−3290

し尿の収集、運搬および処分をする場合の手数料

環境管理課
☎22−3794

し尿の収集、運搬および処分の量 新 旧

基本料金180リットル以下 1,620円 1,575円

超過料金180リットルを超える部分
18リットルまでごとにつき 162円 158円

上　

水　

道

加入金
水道部

工務課　☎22−3295
業務課　☎22−0587

水道料金 経過措置として、施行日前から継続して水
道を使用している場合は、４月分（５月請
求分）まで消費税率５%を適用。メーター使用料

消防事務手数料の一部 消防本部予防課
☎22−3799

公共下水道使用料 経過措置として、施行日
前から継続して下水道
（排水処理施設）を使用
している場合は、４月分
（５月請求分）まで消費
税率５%を適用。

下水道課
☎22−1796

春日野地域下水道使用料
環境保全課
☎22−3413ゆたか野団地生活排水処理施設使用料

伊島地区コミュニティ・プラント使用料

羽ノ浦町農業集落排水処理施設使用料 農地整備課
☎22−1599

使用料等の改定のお知らせ消費税率（国・地方）の
引き上げに伴う

消費税法等の一部が改正され、消費税等の税率が５％から８％に引き上げられたことなどにより、
４月１日から次の使用料等の額を見直しました。

申込方法　住所・氏名・年齢・性別・連絡先を記入のうえ、電子メールでお申し込みください。
※申込後、3日経過しても返信メールが届かない場合は、お問い合わせください。
メールアドレス　konkatsu@city.anan.tokushima.jp

問い合わせは　阿南de愛隊（ふるさと振興課内☎22ー7404）へ

日時　５月31日㈯　18:30～21:00（受付18:00）
場所　羽ノ浦公民館　調理室
対象　20歳以上35歳以下の独身男女
定員　男性12人　女性12人　※定員になり次第締切
内容　フードコーディネーターの田中美和さんが、
　　　恋のレシピで素敵な出会いを演出します。
参加費　男性2,000円　女性1,000円　　
募集期間　５月23日㈮まで

フードコ
ーディネ

ーター

田中美和
の

フォーチ
ュンクッ

キング恋する

参加者大募集！

恋のレシピで素敵な出会いを !

恋 活 イ ベ ン ト
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平
成
16
年
４
月
１
日
に
「
阿
南
市
ポ
イ
捨

て
等
防
止
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
て

か
ら
10
年
に
な
る
。
快
適
な
生
活
環
境
を
保

つ
こ
と
は
私
た
ち
の
願
い
で
あ
る
が
、
一
部

の
心
な
い
人
に
よ
る
ポ
イ
捨
て
は
後
を
絶
た

ず
、
行
き
詰
ま
り
感
を
覚
え
る
。

　
ど
う
す
れ
ば
、
ポ
イ
捨
て
を
無
く
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
ま
ち
の
美
化
活
動
に
取
り

組
む
人
々
の
思
い
に
迫
り
、
そ
の
解
決
策
を

考
え
て
み
た
い
。

拾
っ
た
私
は
、す
て
な
い
。

ＣＬＥＡＮ   ＵＰ

ＡＮＡＮ
阿南市ポイ捨て等防止条例施行10年特集
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地
域
に
恩
返
し

受
け
継
が
れ
る
奉
仕
の
精
神

　

春
一
番
が
吹
い
た
３
月
18
日
、
新
野
高

校
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ

た
。
平
成
４
年
に
硬
式
野
球
部
が
甲
子
園

出
場
を
果
た
し
た
こ
と
を
機
に
毎
年
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
日
は
、
保
護
者
や
卒
業

生
も
含
め
２
４
５
人
が
参
加
。
学
校
を
起

終
点
と
す
る
約
10
㌔
の
コ
ー
ス
を
歩
い
て

ご
み
を
拾
っ
た
。
地
元
だ
け
で
な
く
隣
接

す
る
ま
ち
は
学
校
活
動
な
ど
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
場
所
。
生
徒
た
ち
は
、
日
頃

の
恩
返
し
の
意
味
も
込
め
た
。

　

新
野
高
校
で
は
、
学
校
と
地
域
が
連
携

し
て
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
奉
仕
活
動
は
そ
の
一
環
。
勤
労
の

尊
さ
や
喜
び
を
体
得
し
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
教
諭
の
湯
浅

正
浩
さ
ん
（
現
、小
松
島
西
高
等
学
校
勝
浦
校
）

は
、「
こ
う
し
た
体
験
活
動
を
通
じ
て
地
域
の

課
題
に
触
れ
、
気
づ
き
に
対
す
る
解
決
策
を
考

え
、
行
動
で
き
る
人
間
を
育
て
ら
れ
る
」
と
力

を
込
め
る
。「
み
ん
な
と
一
緒
だ
か
ら
で
き
る

こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
ひ
と
り
の
時
で
も
ご

み
を
拾
え
る
人
間
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

の
が
湯
浅
教
諭
の
願
い
だ
。

　

活
動
を
終
え
た
生
徒
か
ら
は
、「
し
ん
ど
い

思
い
を
し
た
分
、
自
分
は
捨
て
な
い
と
い
う
気

持
ち
を
強
く
持
っ
た
」
と
か
「
今
ま
で
以
上
に

ま
ち
が
好
き
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
多
く

聞
か
れ
た
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

の
手
で
守
る
」
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
始
め
て

い
る
。

地
域
と
行
政
が

協
働
で
取
り
組
む
美
化
活
動

　

地
域
と
行
政
が
協
働
で
取
り
組
む
美
化
活
動

の
一
つ
に
「
ア
ド
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ

る
。
道
路
や
河
川
、
公
園
な
ど
を
地
域
住
民
や

企
業
な
ど
が
維
持
管
理
す
る
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
。
国
や
県
な
ど
が
事
業
主
体

と
な
り
、
県
内
で
は
９
８
７
も
の
団
体
や

企
業
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。
な
か
で
も

桑
野
地
域
は
活
発
だ
。
平
成
16
年
に
ア
ド

プ
ト
活
動
を
支
援
す
る
住
民
組
織
「
Ｋ
Ｒ

Ａ
Ｓ
Ｔ
（
桑
野
川
ア
ド
プ
ト
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
）」
が
発
足
し
、18
の
団
体
や
企
業
、

学
校
が
、
道
路
や
河
川
な
ど
で
美
化
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
県
南
部
健
康
運
動
公
園

に
向
か
う
県
道
沿
い
の
一
部
を
受
け
持
つ

「
川
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
花
の
会
」
代
表
の

西
崎
憲
志
さ
ん
（
77
歳
・
桑
野
町
）
は
こ

う
話
す
。

　
「
花
を
植
え
て
ま
ち
の
景
観
を
美
し
く

保
つ
こ
と
で
、
ポ
イ
捨
て
ご
み
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

看
板
を
立
て
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
こ
つ
こ

つ
と
拾
う
以
外
に
最
善
の
策
は
な
い
よ
う
で

す
」
と
手
詰
ま
り
感
を
抱
い
て
い
る
。

　

ア
ド
プ
ト
事
業
に
参
加
し
て
今
年
で
10
年

に
な
る
と
い
う
。
こ
の
間
、
西
崎
さ
ん
は
、

会
員
の
家
に
作
業
日
時
や
内
容
を
記
し
た
案

内
文
書
を
配
っ
て
参
加
を
呼
び
掛
け
て
き
た
。

元
郵
便
局
員
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な
気

配
り
が
、
会
員
の
結
束
力
を
生
ん
で
い
る
。

　
「
み
ん
な
花
づ
く
り
が
好
き
な
人
ば
か
り

で
、
い
や
な
顔
を
す
る
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。

会
話
も
弾
む
し
、
情
報
交
換
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
夏
場
の
水
や
り
は
大
変
で
す
が
、

通
り
か
か
っ
た
人
か
ら
『
い
つ
も
き
れ
い
に

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』
と
声
を
掛
け
ら

れ
る
と
う
れ
し
く
て
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
力

が
わ
い
て
き
ま
す
」

堤防でごみを拾う生徒

新野町から山口町を経由して桑野町へと足を運ぶ生徒たち



捨
て
ら
れ
な
い
、

捨
て
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り

　

町
を
挙
げ
て
地
域
の
環
境
美
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
福
井
町
で
３
月
２
日
、
47
回

目
と
な
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
た
。

福
井
町
で
は
、
３
カ
月
ご
と
に
ク
リ
ー
ン

デ
ー
を
設
け
、
住
民
が
自
主
的
に
地
域
の

清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
国
道
沿
い
で

数
人
の
女
性
に
出
会
っ
た
。
用
事
の
な
い

時
は
欠
か
さ
ず
参
加
し
て
い
る
と
い
う
長

田　

靜
さ
ん
（
79
歳
）
に
話
を
伺
っ
た
。

　
「
以
前
、
私
有
地
と
隣
接
す
る
空
き
地

に
家
電
製
品
な
ど
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
他
人
の
土
地
と

は
い
え
、
見
る
に
堪
え
な
い
状
況
だ
っ
た

の
で
、
近
所
の
人
と
相
談
し
て
行
政
に
撤

去
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
不
法

投
棄
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
、
近
所
の
人
が
草
木
を
刈
り
、
整
地
し

て
く
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
不
思
議
と
ご

み
は
捨
て
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
す
。〝
ポ

イ
捨
て
は
許
さ
な
い
〟
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
伝
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ご
み
を
拾
う

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
捨
て
ら
れ
な
い
環
境

づ
く
り
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
考
え
は
、
ア
メ
リ
カ
の
犯
罪
学

者
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
リ
ン
グ
氏
が
考
案
し
た
ブ

ロ
ー
ク
ン
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
理
論
（
割
れ
窓
理

論
）
と
相
通
じ
る
。
劣
悪
な
環
境
を
放
置
し

て
お
く
と
「
そ
の
地
域
の
人
々
は
関
心
を

払
っ
て
い
な
い
」
と
思
わ
れ
、
さ
ら
に
悪
い

環
境
を
作
り
出
す
と
い
う
説
。
１
つ
の
乱
れ

が
ど
ん
ど
ん
波
及
し
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち

に
地
域
全
体
の
秩
序
を
乱
し
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　

き
れ
い
な
所
に
最
初
に
ご
み
を
落
と
す
の

に
は
心
理
的
な
抵
抗
が
大
き
い
。
と
こ
ろ
が
、

既
に
ご
み
が
落
ち
て
い
る
所
で
は
、
そ
の
心

理
的
敷
居
は
低
く
な
る
。
長
田
さ
ん
た
ち
の

取
組
は
、
そ
う
し
た
心
理
に
大
き
く
作
用
し
、

捨
て
ら
れ
な
い
、
捨
て
さ
せ
な
い
環
境

を
つ
く
り
出
し
て
い
る
の
だ
。

言
葉
よ
り
行
動

伝
わ
れ
〝
無
言
の
教
育
〟

　

ポ
イ
捨
て
ご
み
対
策
と
し
て
、
ま

ち
の
環
境
を
変
え
る
こ
と
の
大
切
さ

を
訴
え
る
人
は
少
な
く
な
い
。
平
成
25

年
度
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
（
阿
南

市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）
で
金
賞
を

受
賞
し
た
「
横
見
町
を
き
れ
い
に
す
る

会
」
の
松
田
久
夫
さ
ん
（
70
歳
）
も
そ

の
１
人
だ
。「
環
境
か
ら
人
を
変
え
る
」

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
住
民
の
先
頭
に

立
っ
て
美
化
活
動
に
汗
を
流
し
て
い

る
。

　
「
私
が
30
代
の
時
、
汽
車
の
中
で
耳

に
し
た
親
子
の
会
話
が
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
桑
野
川
堤
防

沿
い
の
一
部
が
ご
み
捨
て
場
と
化
し

た
、
劣
悪
な
環
境
を
の
の
し
る
も
の
で

し
た
。
空
き
缶
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
車
…
。

当
時
は
ご
み
が
ご
み
を
呼
び
、
ま
ち
の
景
観

を
損
ね
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
光
景
が
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
影
響
は
計
り
知

れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
一
代
で
地
域
の
環
境

を
壊
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
い
け
な

い
。
そ
う
し
た
反
省
の
う
え
に
立
ち
、
ま
ち

の
美
化
を
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

重
機
で
ご
み
を
撤
去
し
た
後
、
河
川
敷
に

花
を
植
え
、
堤
防
に
壁
画
を
描
き
ま
し
た
。

そ
の
距
離
が
延
び
る
に
つ
れ
て
、
捨
て
ら
れ

る
ご
み
も
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
ち
の
環
境
を
変
え
る
こ
と
で
私
た
ち
の

意
識
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
言
葉

で
は
な
く
、
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
伝
わ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
『
無
言
の
教

育
』
が
、
ご
み
を
捨
て
な
い
人
を
育
て
る

の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

心
の
ア
ル
バ
ム
に
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
情

景
を
残
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ

う
と
思
い
ま
す
」

「いやいやではなく、会話をしながらごみを拾うと楽しいし
気持ちがいい」と話す長田　靜さん（右）と林　萬亀子さん

広報あ な ん 2014.05　14



イ
ベ
ン
ト
会
場
で

分
別
・
回
収
を
呼
び
掛
け

　
「
祭
り
と
い
え
ど
も
、
ご
み
を
置
い
て

帰
ら
れ
る
く
ら
い
な
ら
や
め
て
ほ
し
い
」

　

そ
ん
な
厳
し
い
言
葉
に
心
を
痛
め
た
阿

南
商
工
会
議
所
女
性
会
の
皆
さ
ん
が
、
阿

南
の
夏
ま
つ
り
で
取
り
組
ん
だ
の
が
「
ご

み
ゼ
ロ
夏
ま
つ
り
大
作
戦
」。
徳
島
市
で

行
わ
れ
て
い
る
「
ご
み
ゼ
ロ
阿
波
踊
り
大

作
戦
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
５
年
前
に
始
め

た
。「
１
人
１
人
が
マ
ナ
ー
を
守
れ
ば
、き
っ

と
す
て
き
な
ま
ち

4

4

4

4

4

4

に
な
る
」を
合
言
葉
に「
ご

み
分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
設
し
て
、
来

場
者
に
ご
み
の
分
別
回
収
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。
公
募
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

も
年
々
増
加
し
、
昨
年
は
延
べ
２
０
０
人
を

超
え
た
。
活
動
の
輪
は
学
生
や
企
業
に
も
広

が
っ
て
い
る
。
旗
振
り
役
の
野
村
千
寿
子
さ

ん
（
商
工
会
議
所
職
員
）
は
、
こ
の
取
組
に

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
「
祭
り
が
終
わ
れ
ば
ご
み
の
山
。
や
る
せ

な
い
思
い
と
同
時
に
、
主
催
者
と
し
て
の
責

任
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
何
と
か
し
な
け
れ

ば
…
。
と
は
い
え
、
活
動
資
金
は
ゼ
ロ
。
テ

ン
ト
や
看
板
を
借
り
て
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

初
め
の
頃
は
、
分
別
を
面
倒
く
さ
が
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
熱
意

と
笑
顔
が
参
加
者
の
マ
ナ
ー
向
上
に
つ
な
が

り
、
今
で
は
感
謝
の
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ご
み
は
分
別
し
て
ご
み
箱
に
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
協
力
し
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」

す
き
な
ま
ち
を

す
て
き
な
ま
ち
に

　

ま
ち
の
美
化
活
動
に
取
り
組
む
人
た
ち
に

共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
地
域
が
抱
え
る

問
題
を「
他
人
事
」で
は
な
く「
自
分
の
問
題
」

と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
地
域

が
直
面
す
る
問
題
に
出
会
い
、
共
感
し
、
そ

れ
を
他
人
の
問
題
と
し
て
看
過
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
自
分
が
「
か
か
わ
る
」
こ
と
で
地

域
を
よ
く
し
た
い
、
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

意
欲
や
気
持
ち
が
行
動
に
な
っ
て
現
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
人
た
ち
に
と
っ
て
大
好
き
な

ま
ち
は
、
き
っ
と
す
て
き
な
ま
ち

4

4

4

4

4

4

に
思
え
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
ア
ド
プ
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
日
本
で
初
め
て
神
山
町
で
取
り
入
れ

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
理
事
長
の

大
南
信
也
さ
ん
は
、「
好
き
な
ま
ち
」
を
「
す

て
き
な
ま
ち
」
に
変
え
る
方
法
に
つ
い
て
こ

う
説
い
て
い
る
。

　
「『
す
き
』
な
ま
ち
に
何
を
加
え
た
ら
『
す

て
き
』
な
ま
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
簡
単

で
す
。『
て
』
を
加
え
る
の
で
す
。『
手
』
を

加
え
る
と
は
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
で

す
」
と
。

　

快
適
な
生
活
環
境
を
保
と
う
と
す
る
人
々

の
笑
顔
が
、
ま
ち
を
い
っ
そ
う
輝
か
せ
る
。

「
拾
っ
た
私
は
、
す
て
な
い
」
と
思
う
人
が

１
人
で
も
多
く
な
れ
ば
、
ポ
イ
捨
て
ご
み
ゼ

ロ
も
夢
で
は
な
い
。始
め
ま
せ
ん
か
、ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
あ
な
ん
。
大
好
き
な
阿ま

南ち

を
、
す

て
き
な
阿ま

南ち

に
す
る
た
め
に
。

❶ごみは11種類に分別。こうした
取組が、さまざまなイベント会場で
取り入れられている❷犬のふん害防
止を呼び掛ける看板。啓発の一環と
して、要望のあった地域に無料で配
布している。

北の脇海岸、今津海岸、出島海岸
※日程等くわしくは５月中旬に市
ホームページでお知らせします。
問 維持管理課（☎22－9596）へ

５
ご み ゼ ロ

月30日を中心に都合のよい日
申込み・問 エコみらいとくしま

（☎088－664－6015）へ

参加していただける団体（個人）は
お問い合わせください。
問 那賀川河川事務所
 　（☎22－6592）へ

リフレッシュ瀬戸内
「ごみゼロの日」
キャンペーン

河川一斉清掃　
～那賀川・桑野川を美しく～

６・７
月

7／6
㈰

5／30
㈮

❶

❷

ごみの不法投棄、犬のふん害の相談
　環境保全課（☎22－3413）へ

ごみの分別相談
　生活環境課（☎22－0001）へ

道
路
、
河
川
、
海
岸
の

清
掃
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

CLEAN UP
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エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
は
、
高
効
率
ご
み
発

電
施
設
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
等
を
集

約
化
し
た
複
合
施
設
で
、
処
理
方
式
と
し

て
ス
ト
ー
カ
式
焼
却
炉
と
燃
料
式
溶
融
炉

を
採
用
し
、
高
度
な
技
術
で
運
転
の
自
動

化
、
燃
焼
温
度
の
連
続
監
視
に
よ
る
適
正

な
運
転
と
最
新
鋭
の
排
ガ
ス
処
理
設
備
に

よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
制
す

る
と
と
も
に
、
完
全
排
水
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ

ス
テ
ム
の
採
用
に
よ
り
、
周
辺
環
境
の
保

全
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ご
み
か
ら
の
発
生
熱
を
有
効

に
回
収
し
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
で
発

電
す
る
こ
と
で
施
設
内
の
電
力
と
し
て
利

用
。
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
を
設
置
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
環
境
学
習
や
地
域
活
動
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
支
援
の
場
を
提
供
す

る
な
ど
、
本
市
の
循
環
型
社
会
形
成
の
一

翼
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
で
す
。

　

最
新
鋭
の
ご
み
処
理
技
術
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
ま
す
。

みんなで　
エコパーク阿南

へ行こう！
見て、聞いて、体験できる３拍子揃った環境学習・啓発施設
がついに完成。４月１日から見学者を受け入れています。

橘町小勝
４月１日本格稼働
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施設概要
■所在地　徳島県阿南市橘町小勝１番地５
■処理能力　●高効率ごみ発電施設
　　　　　　　焼却炉／96ｔ/日（48ｔ/日×２炉）
　　　　　　　灰溶融炉／８ｔ/日×１炉
　　　　　　●リサイクルセンター
　　　　　　　資源ごみ処理設備／11ｔ/５時間
　　　　　　　不燃・粗大ごみ処理設備／13ｔ/５時間
■処理方式　●高効率ごみ発電施設
　　　　　　　焼却施設／ストーカ式焼却炉
　　　　　　　溶融施設／燃料式溶融炉
　　　　　　●リサイクルセンター
　　　　　　　資源ごみ処理／手選別コンベヤ＋圧縮梱包方式
　　　　　　　不燃・粗大ごみ処理／二

に

軸
じく

剪
せん

断
だん

式破砕機＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　竪

たて

型
がた

回転式破砕機併用型（４種選別）
■発電能力　定格出力　1,420ｋＷ
■敷地面積　45,671㎡
■建築面積　9,687㎡
■延べ面積　17,975㎡
■建物　●工場棟／地上８階建て　高さ　約31ｍ
　　　　　　　　　煙突　高さ　59ｍ
　　　　●管理啓発棟／地上４階建て　高さ　約16ｍ
■工期　平成22年９月21日～平成26年３月31日
■事業費　93億300万円
■ごみ搬入　●受付時間／  8:30～12:00
　　　　　　　　　　　　13:00～16:00
　　　　　　●休業日／国民の祝日、年末年始

施設配置図

エコパーク
阿南

最
新
鋭
の
ご
み
処
理
技
術
で

市
民
の
皆
さ
ん
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
ま
す
。
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エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
へ
よ
う
こ
そ

　

エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
は
、
公
設
民
営
（
Ｄ
Ｂ

Ｏ
）
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
４
月
か
ら
阿

南
ハ
イ
ト
ラ
ス
ト
株
式
会
社
（
特
別
目
的
会

社
）が
管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
パ
ー

ク
阿
南
の
管
理
啓
発
棟
で
は
、
ご
み
の
減
量

化
・
資
源
化
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い

て
学
べ
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
施
設
見
学
を
通
じ
て
循
環
型
社

会
形
成
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
へ
よ
う
こ
そ
。
私
た
ち

が
ご
案
内
し
ま
す
。

　

１
階
ロ
ビ
ー
に
は
、
吹
き
抜
け
の
フ
ロ
ア

が
あ
り
、
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
本

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
展
示
提
供
の

場
に
は
、
子
ど
も
向
け
検
索
サ
イ
ト
に
接
続

で
き
る
パ
ソ
コ
ン
を
３
台
備
え
付
け
、
環
境

学
習
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
階
の
情
報
提
供
・
学
習
の
場
に
は
、
ご

み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に

挑
戦
す
る
環
境
学
習
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
を
は

じ
め
、
ご
み
の
分
別
方
法
が
学
べ
る
ご
み
分

別
ゲ
ー
ム
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
発
電
や

安
全
な
排
ガ
ス
処
理
の
仕
組
み
を
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
、
完
全
排

水
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
や
最
新
鋭
の
排

ガ
ス
処
理
方
法
を
３
Ｄ
映
像
な
ど
で
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

３
階
の
見
学
テ
ラ
ス
か
ら
は
、
太
陽
光

発
電
パ
ネ
ル
や
風
力
発
電
装
置
の
ほ
か
、

紺こ
ん

碧ぺ
き

の
海
に
抱
か
れ
た
風
光
明
媚
な
橘
湾

が
一
望
で
き
ま
す
。

　

４
階
は
ご
み
処
理
施
設
（
工
場
棟
）
に

通
じ
て
お
り
、
収
集
さ
れ
た
ご
み
が
ど
の

よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
を
窓
ガ
ラ

ス
越
し
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

　

阿
南
ハ
イ
ト
ラ
ス
ト
の
職
員
が
施

設
の
概
要
を
説
明
し
な
が
ら
回
る

「
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
が
誇
る
最

新
鋭
の
ご
み
処
理
技
術
や
各
種
啓
発

コ
ー
ナ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま
に
は
「
エ

コ
パ
ー
ク
阿
南
探
検
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
」
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
夏
休

み
の
自
由
研
究
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
）、
３
Ｒ
ア
イ
デ

ア
の
募
集
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

す
る
予
定
で
す
。

55

195

287

288

35

忠次郎岬

於越岬

小勝島

竜宮崎

●

●

●

トンネル

県
道
小
勝
島
公
園
線

大宮八幡神社
●

●
橘郵便局●

日本電工㈱
徳島工場

橘小学校

阿南第二中学校●

●

四国電力㈱
橘湾発電所

橘廃棄物
最終処分場

電源開発㈱
橘湾火力発電所

★

エコパーク
阿南

N

福
井
川

Waンダーランド

至
　美
波

至
　富
岡

湊
橋

管理啓発棟

施
設
見
学
は
、
私
た
ち
が
ご
案
内
し
ま
す
。

エコパーク阿南（管理啓発棟）

住所／阿南市橘町小勝 1 番地 5
管理・運営／阿南ハイトラスト㈱
☎49－5823・FAX49－5824
開館時間／9:00～17:00
休館日／月曜日および年末年始
ＵＲＬ／ http://www.ecopark-anan.com/
メール／ info@ecopark-anan.com

先着順に10人～20人を１グループとし
て実施します。個人の参加は予約不要で
す。団体（10人以上）での参加は平日の
み受け付けます。事前にご予約ください。

開催日程　毎週土、日曜日
　　　　　10:00 ～、14:00 ～の 2 回 
　　　　　ツアー時間／約１時間
参 加 料　無料
※会議室等を使用する場合は有料です。
　くわしくはお問い合わせください。
※都合により中止する場合があります。
申込み・問い合わせは　
阿南ハイトラスト㈱（☎49－5823）へ

ガイドツアー

MAP
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▲ごみ処理施設へ

リサイクル体験室フロア（書籍や自動販売機もある）

ごみ分別ゲームや発電のしくみを紹介環境学習Q&Aコーナー

太陽光発電と風力発電装置テラスからは橘湾が一望できる

ごみ処理施設への通路ガラス越しにプラットホームなどを見学

管理啓発棟

■フロア図
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ニュースオアシス

津波防災マップを全戸配布

ＩＴを活用した異業種交流
東京・阿南コラーニングゼミを開催

明谷梅林の管理等に役立てて
阿Ｖ協が「明谷焼」の売上金の一部を地元に寄贈

福井町に
津波避難路と避難タワーが完成

新ごみ処理施設建設に関連する地域対策事業として、福
井町湊地区に整備を進めていた「津波避難路」と、同町
大西地区に建設していた「津波避難タワー」が完成し、
３月29日に竣工式が行われました。
湊地区に新設された津波避難路は延長146ｍ、幅員３ｍ
のアスファルト舗装道で、標高約21ｍの地神社に通じ
ています。また、大西地区の津波避難タワーは、鉄骨製
で高さは８m。屋上部分には最大70人の収容が可能で
す。岩浅市長は「津波で１人の死者も出さない決意。避
難路と避難タワーが津波から命を守るうえで大きな役割
を果たしてくれると確信しています」とあいさつ。関係
者とテープカットをして工事の完成を祝いました。

南海トラフ巨大地震に備えて、家庭や地域での防災対策
に役立ててもらおうと、最新の被害想定などを盛り込ん
だ津波防災マップ「南海トラフ巨大地震・津波にそなえ
て」を作成し、３月に市内全戸に配布しました。
マップは、南海トラフ巨大地震と津波災害発生のメカニ
ズムなどを紹介した冊子と、津波被害が想定される10
地区を表と裏に掲載したマップ５枚からなり、平成26
年３月11日に徳島県が指定した津波災害警戒区域や基
準水位、津波時の避難先を地区ごとに表示しているほか、
想定される被害や地震への備えなどについての情報も掲
載しています。このマップを活用して、家庭や地域で避
難先の確認や備蓄などについて話し合いましょう。

東京と阿南の若手企業家がインターネットのビデオ通話
を利用して異業種交流を図る「第１回東京・阿南コラー
ニングゼミ」が開催されました。阿南光のまちステーシ
ョンプラザでは、19人が講演やワークショップに参加。
東京会場で熊﨑友久さん（LED表示機メーカー経営）が、
新規事業に乗り出す際に大切なのは自社の強みを知るこ
とだと話し、その後、参加者同士で企業経営に関する情
報を交換しあいました。近藤隆司さん（33歳・新野町）
は、「距離に関係なくフレッシュな情報を得られて、と
ても有意義な時間でした」と話していました。
※コラーニング（co-learning）とは、お互いに教えあい、
学びあうといった意味です。

明谷梅林の管理とまつりの保存活動に役立ててほしいと、
阿南市ボランティア連絡協議会が、明谷梅林まつりで販
売した「明谷焼」の売上金から経費を除いた121,074
円を「梅の郷明谷梅林」に寄贈しました。明谷コミュニ
ティセンターで行われた寄贈式には関係者約30人が出
席し、同協議会会長の阿部和恵さんから奥田國夫代表

（70歳・長生町）に目録が手渡されました。
明谷焼は、明谷梅林でとれた梅を使ったたこ焼き風の創
作料理で、まつり期間中に延べ８日間販売され、1,888
パックを売り上げました。目録を受け取った奥田さんは、

「皆さんの期待に応えられるよう、これからも梅林を守
っていきたい」とお礼を述べました。
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新ごみ処理施設「エコパーク阿南」が
完成　４月１日から本格運用

「阿波とくしま・商品券」発売始まる　映画「アオギリにたくして」上映会
平和や命の尊さを語り継ぐ

橘町小勝に建設を進めてきた新ごみ処理施設「エコパー
ク阿南」が完成し、３月28日に関係者約100人が出席
して竣工式が行われました。敷地内には、ごみを集積し
て処理する工場棟のほか、見学や環境学習が行える管理
啓発棟、市民が憩える芝生広場が整備されました。竣工
式で岩浅市長は、「市民生活の向上と美しいまちづくり
に大きく貢献するものと確信しています」とあいさつし
ました。玄関前で行われた記念セレモニーでは、福井小
学校６年生による若竹元気太鼓が演奏され、関係者がテ
ープカットやくす玉開披で完成を祝いました。
事業費は93億300万円で、４月１日から本格的に運用
が始まっています。

「子ども・子育て会議」を設置
地域の実情に即した子育て支援策を検討

平成27年度から始まる新たな子育て支援制度の具体策
などを検討する「阿南市子ども・子育て会議」の第１回
会合が、３月26日に市役所で開かれ、保育所や幼稚園
の代表者や公募委員など17人が意見交換しました。
子ども・子育て支援法では、地域の多様なニーズをくみ
取りながら、独自な計画設定、機動的な計画修正等を「子
ども・子育て会議」で行うこととなっています。委員か
らは、「市民の生の声を計画に反映してほしい」や「子
育てしやすいまちを全国に発信できる計画にしたい」と
いった意見が出されました。会議では、今後４回程度の
会合を開き、平成 26 年度中に事業計画案（平成27年
度～31年度）をまとめることとしています。

消費税率引き上げによる景気対策として「阿波とくしま・
商品券」が発行され、４月１日から阿南商工会議所、那
賀川町商工会、羽ノ浦町商工会で販売されました。「額
面1,000円の商品券」を「全県共通券５枚」と「地域限
定券６枚」の、合わせて11枚、11,000円分を10,000
円で購入できるとあって、発売初日から大勢の方が商品
券を買い求めていました。１時間ほど並んだという小川
君子さん（70歳・黒津地町）は、「こうした支援はあり
がたい。生活用品の購入に充てようと考えています。増
税は年金生活に響きますが、社会保障費をしっかりと充
実してほしいです」と話していました。 商品券の使用
期間は、平成26年８月31日までです。

広島で被爆体験を語り継いだ故沼田鈴子さんをモデルに
した映画「アオギリにたくして」が３月30日、夢ホー
ルで上映され、約600人が鑑賞しました。舞台あいさつ
では、主人公の妹役（青春時代）として映画に出演した
福井町出身の女優はらまいこさん（26歳）や、企画・
製作の中村里美さんの４人が登壇し、製作時の小話など
を紹介。この映画は、結婚式の３日前に広島で被爆し、
何度も絶望のふちに立たされながら必死に生きた女性の
人生が描かれています。上映後、余韻に浸っていた岡田
宇宙さん（46歳・小松島市）は、「家族の絆や命の尊さ
について改めて考えさせられました。はらさんの迫真の
演技も素晴らしかった」と感動していました。
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あなん
カルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

か
ん
た
ん
天
体
写
真
教
室

「
デ
ジ
カ
メ
で

火
星
と
土
星
を
撮
ろ
う
」

　

お
持
ち
の
デ
ジ
カ
メ
を
使
っ
て
、
今
が
見

ご
ろ
の
火
星
と
リ
ン
グ
を
持
つ
惑
星
、
土
星

を
撮
影
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
５
月
30
日
㈮　

午
後
７
時
30
分
～
９

時
30
分

対
象　
デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
で
基
本
操
作
が

で
き
る
小
学
生
以
上
の
方

申
込
方
法　
電
話
、
ま
た
は
科
学
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員　
30
人

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

■ 「ジュニアコンサート」出演者募集！
日時　６月22日㈰  13:30開演予定　　　 
場所　コスモホール（情報文化センター）
出演者　阿南市在住の高校生以下の子どもたち

（未就学児童を含む）
演奏方法　電子楽器および音声拡声器を使用しな

い洋楽器による生演奏
演奏形態　独奏およびアンサンブル
参加料　無料
申込方法　所定の申込書にて情報文化センターへ

お申し込みください。（郵送可）
申込書設置場所　情報文化センター、文化会館、
市民会館、各住民センター、市立図書館
申込締切日　５月18日㈰　※当日消印有効
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 第53回　阿南市美術展
市内を中心とした美術愛好家の皆さんの力作をぜ
ひご覧ください。入場は無料です。
日時　５月３日㈷～５日㈷　9:00～17:00
　　　※５日㈷は16:00まで
場所　文化会館　視聴覚室・研修室
出品作品　書道、日本画、洋画、写真、美術工芸
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

現代に生きる子どもたちと四百数十年前の戦国の
世を生きた老将との奇妙な交流のお話です。そし
て、今の世を生きる私たちに、遠い過去からのメ
ッセージが詰まったミュージカルです。
日時　５月５日㈷　  11:00 ～、15:30 ～
　　　　　６日（振休）  11:00 ～、15:30 ～
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　 自由席　一般1,800円（当日2,000円）
　　　 　高校生以下1,000円（当日1,200円）
チケット販売場所　文化会館、市民会館、情報文
化センター、小松島ミリカホール、アピカ、フジグラ
ン阿南店、小山助学館（徳島駅前本店）、平惣書店（阿
南センター店、羽ノ浦国道店、小松島バイパス店）
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 市制施行55周年記念企画
　 市民劇団ふるさと創作ミュージカル「新開桜」

■ ロレアコンサート
2013 年度のオーディエンス賞受賞者など、３組
による演奏会です。迫力のピアノソロ、一番大き
な弦楽器・コントラバスが奏でる繊細さ、ソプラ
ノとテノールの魅惑の二重唱をお楽しみください。
日時　６月８日㈰　14:00 開演
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　500円（小学生以上）
出演者
上原慎太郎（ピアノソロ）

ベートーヴェン
「ピアノソナタ月光」
ショパン
「英雄ポロネーズ」ほか

木村潤美（コントラバス）
美馬かおり（ピアノ）

ボッテジーニ「エレジー
とタランテラ」ほか

酒井美里（ソプラノ）
市岡雅明（テノール）
三村加奈（ピアノ）　「ウエストサイドストーリー」

より「トゥナイト」ほか
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ
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阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
98

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
南
市
の
式
内
社
（
三
）

　
和わ

耶や

神
社

　

阿
南
市
内
に
は
延
喜
式
内
社
（
小
社
）

が
五
社
あ
っ
た
。
和
耶
神
社
、
室
比
売
神

社
、
建
比
売
神
社
、
賀
志
波
比
売
神
社
、

八
桙
神
社
で
あ
る
。
五
社
の
う
ち
延
長
年

間
か
ら
継
続
し
て
い
る
の
は
八
桙
神
社
の

み
で
あ
る
。
社
名
に
「
比
売
」
の
付
い
て

い
る
の
は
祭
神
が
女
神
（
姫
・
媛
）
で
あ

る
か
ら
だ
。

　

さ
て
、
和
耶
神
社
に
つ
い
て
は
阿
南
市

羽
ノ
浦
町
中
庄
説
と
海
部
郡
美
波
町
日
和

佐
の
八
幡
神
社
説
の
二
つ
が
あ
り
、
現
在

で
は
確
定
出
来
な
い
。

　

以
下
、
代
表
的
な
説
を
紹
介
（
原
文
は

文
語
体
で
あ
っ
た
り
表
現
が
学
術
的
過
ぎ

子
ど
も
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
予
約
不
要
・参
加
無
料
）

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
に
、
子
ど

も
向
け
の
科
学
実
験
や
工
作
が
で
き
る
特
設

の
ブ
ー
ス
を
開
設
し
ま
す
。

期
間　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷　

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

お
楽
し
み
科
学
講
座

３
日
／
コ
ハ
ク
を
磨
こ
う
、
４
日
／
ス
ラ
イ

ム
を
作
ろ
う
、
５
日
／
化
石
を
見
つ
け
よ
う

※
３
日
と
５
日
は
当
日
、
先
着
順
で
整
理
券

を
配
布
。

日
替
実
験
工
作
ブ
ー
ス　
午
前
10
時
〜
、
午

後
1
時
〜
の
２
回

お
も
し
ろ
科
学
実
験　
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　
午
前
10
時
30

分
〜
、
午
後
１
時
30
分
～
、
３
時
～
の
３
回

火
星
観
望
会　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
（
悪

天
候
時
中
止
）

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回
（
約
30
分
間
）

※
テ
ー
マ
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

５
月
の
休
館
日

７
日
㈬
、
12
日
㈪
、
19
日
㈪
、
26
日
㈪

る
の
で
筆
者
が
分
か
り
や
す
く
書
き
改
め

た
）
し
よ
う
。

　
『
徳
島
県
史
』
で
は
「
羽
ノ
浦
町
宮
倉

の
能の

路ろ

寺じ

山
西
麓ろ

く

に
あ
る
熊
野
権
現
を
充

て
て
い
る
。
こ
の
社
で
は
、
毎
年
立
春
の

前
一
日
に
〝
ワ
ヤ
ワ
ヤ
神
事
〟
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
は
村
民
こ
ぞ
っ
て
参
拝
し
、

ワ
ヤ
ワ
ヤ
と
三
回
唱
え
て
鬼
払
い
を
し
た
。

ま
た
、
倭
名
抄
に
見
え
る
和わ

射さ

郷ご
う

に
注
目

し
、
和
射
（
日
和
佐
）
辺
り
で
な
い
か
と

し
て
い
る
。
和
那
佐
に
は
和わ

奈な

佐さ

富ふ

意い

曽そ

神
社
が
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
県
史
は
羽
ノ
浦
説
と
日
和
佐

説
を
紹
介
し
地
（
郷
）
名
か
ら
日
和
佐
説

を
と
っ
て
い
る
。

　

倭
名
抄
に
は
那
賀
郡
に
山
代
、
大
野
、

島
根
、
坂
野
、
幡は

羅ら

、
和
泉
、
和わ

射さ

、
海

部
の
八
郷
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
郷

名
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
詳
し
く
紹
介
し
た

い
。

　
『
徳
島
県
神
社
誌
』
で
は
、
明
治
四
十

三
年
、
羽
ノ
浦
町
宮
倉
及
び
中
庄
に
あ
っ

た
和
耶
神
社
と
二
十
二
社
を
共
に
八
幡
神

社
に
合
祀
し
、
羽
浦
神
社
と
改
称
し
た
。

和
耶
神
社
は
も
と
も
と
羽
ノ
浦
町
宮
倉
背

戸
田
に
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

　
『
阿
波
式
内
神
社
考
』（
長
谷
川
定
彦
）

で
は
、
和
耶
神
社
は
宮
倉
村
能
野
寺
山
の

西
麓
に
あ
り
今
、
熊
野
大
明
神
、
一
説
に

は
熊
野
権
現
と
称
し
て
い
る
。
三
尺
四
面

の
小
社
で
あ
る
。

　

毎
年
正
月
七
日
の
夕
方
、
能
路
寺
の
坊

さ
ん
と
所
の
山
伏
が
社
前
で
読
経
し
法ほ

螺ら

を
吹
い
た
。
こ
の
行
事
を
待
っ
て
家
々
で

は
豆
を
打
ち
追つ

い

儺な

を
し
た
と
あ
る
。
追
儺

は
鬼
や
ら
い
と
い
わ
れ
、
節
分
行
事
で
あ

る
。
大
豆
を
煎
っ
て
「
鬼
は
外
、福
は
内
」

の
豆
ま
き
行
事
で
あ
る
。

　

坊
さ
ん
の
読
経
が
終
わ
る
と
、
村
の
老

若
男
女
こ
ぞ
っ
て
〝
ワ
ヤ
ワ
ヤ
〟
と
三
回

繰
り
返
し
て
唱
え
た
。
そ
の
た
め
〝
ワ
ヤ

ワ
ヤ
神
事
〟
と
い
わ
れ
た
。
ワ
ヤ
は
和
耶

神
社
に
か
け
た
も
の
と
し
て
い
る
。

　
『
阿
波
志
』
に
も
「『
延
喜
式
内
社
』
で

あ
る
。
宮
倉
村
に
あ
る
。
今
、
熊
（
野
）

権
現
と
い
う
、
毎
歳
正
月
七
日
村
人
集
ま

っ
て
鬼
や
ら
い
を
し
神
名
を
三
回
唱
え

る
」
と
あ
る
。

　
『
阿
府
志
』
に
も
「
宮
倉
村
に
あ
り
、

今
熊
野
権
現
と
称
し
て
い
る
。
別
当
は
能

呂
寺
で
あ
る
。
当
社
毎
年
節
分
の
黄
昏
村

人
豆
を
煎
っ
て
持
参
し
修
験
（
山
伏
）
に

渡
す
。
神
前
で
お
参
り
が
す
む
と
、
ワ
ヤ

ワ
ヤ
と
大
声
で
三
回
唱
え
て
わ
が
家
へ
帰

っ
た
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
宮
倉
説
を
と
っ
て
い
る
。

（
続
く
）

能路寺
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寝
マ
ッ
ト
を
３
枚
重
ね
て
優
雅
に

寝
そ
べ
り
、
食
事
を
た
っ
ぷ
り
と

と
り
、
時
に
は
な
じ
み
の
な
い
来

客
を
ほ
え
て
教
え
る
、
私
か
ら
見

れ
ば
う
ら
や
ま
し
い
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
に
は
、

彼
女
が
ど
う
過
ご
し
て
い
た
か
や
、

ど
ん
な
寝
方
を
し
て
い
た
か
と
い

っ
た
よ
う
な
話
題
を
提
供
す
る
な

ど
、
今
や
か
け
が
え
の
な
い
家
族

の
一
員
と
な
っ
て
い
て
、
父
は
彼

女
の
こ
と
を
「
家
の
お
嬢
さ
ん
」

と
呼
ん
で
い
る
。

　

そ
ん
な
彼
女

も
人
で
い
う
40

代
後
半
の
年
齢

と
な
る
。
今
後

体
調
や
食
事
の

面
で
一
層
の
配

慮
が
必
要
と
な

る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

思
い
つ
つ
、
明
日
か
ら
も
今
日
と

変
わ
ら
ぬ
日
常
が
繰
り
返
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
、
い
つ
も
の
よ
う
に

「
モ
フ
、
お
は
よ
う
。
行
っ
て
く

る
ね
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
て
出
勤

し
よ
う
。

　

次
は
、
桑
野
町
の
西
崎
憲
志
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

小
野
ス
ミ
子

朝
な
さ
な
今
日
も
元
気
に
頑
張
る
ぞ
鏡
の
中
の
自
分

に
誓
う

　
　
　
　
　
　

森
岡　

圭
子

引
き
揚
げ
に
触
れ
ず
川
面
の
ス
ケ
ー
ト
を
遥
け
き
瞳

で
母
は
語
り
ぬ

　
　
　
　
　
　

山
西　

成
彬

草
や
木
の
歓
喜
の
声
す
る
待
ち
に
待
つ
雨
の
降
り
来

て
土
に
浸
む
れ
ば

　
　
　
　
　
　

吉
形　

和
恵

広
ま
り
ぬ
「
こ
こ
だ
け
の
話
」
風
に
乗
り
鳳
仙
花
は

種
子
は
じ
き
と
ば
せ
り　

　
　
　
　
　

佐
々
木
夫
美

せ
せ
ら
ぎ
の
音
遠
の
き
て
峡
の
闇
川
面
静
か
に
河
鹿

は
鳴
け
り

　
　
　
　
　
　

黒
部　

君
代

畦
に
咲
く
向
日
葵
三
本
風
の
立
つ
稲
穂
の
波
へ
頭
を

垂
れ
る

　
　
　
　
　
　

谷
一　

民
子

「
花
は
咲
く
」
口
ず
さ
み
て
も
寂
し
さ
に
つ
き
ま
と

わ
れ
し
初
盆
の
夜

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

荒
谷　

隆
文

桜
咲
く
隣
に
一
つ
ラ
ン
ド
セ
ル

　
「
お
母
さ
ん
、
犬
が
お
る
ん
知

っ
て
る
？
」

　

７
年
ほ
ど
前
の
ま
だ
寒
い
時
季

の
こ
と
。
彼
女
は
自
宅
横
の
田
ん

ぼ
に
現
れ
た
。

ま
だ
生
後
２
、

３
カ
月
く
ら
い

の
メ
ス
犬
で
、

器
量
良
し
と
は

い
え
な
い
容
姿
。

人
に
お
び
え
、

近
づ
く
と
逃
げ

て
い
た
。

　

世
話
好
き
の
父
が
餌
を
や
り
始

め
た
。「
居
つ
か
れ
た
ら
ど
な
い

す
る
ん
」「
ほ
の
う
ち
居お

ら
ん
よ

う
な
る
わ
」。
そ
ん
な
会
話
を
幾

度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
る
な
か
、

暖
か
く
な
る
頃
に
は
首
輪
を
付
け
、

庭
で
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を
手
渡
し
で

食
べ
る
彼
女
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

現
在
は
、
大
好
き
な
父
と
朝
夕

に
散
歩
に
出
か
け
、
日
中
は
お
昼

　
　

横
手　

久
典

復
興
は
仮
設
の
窓
の
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

千
香

見
送
ら
れ
振
り
返
り
つ
つ
卒
業
す

　
　
　
　
　
　
　
　

有
賀　

義
子

豌
豆
の
花
ふ
く
ら
め
ど
春
遠
し

　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　

貞
子

硝
子
拭
く
春
の
光
を
通
し
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

織
女

独
り
居
や
日
毎
に
読
書
春
炬
燵

阿
部　

和
恵

ふ
り
向
け
ば
懐
し
き
人
梅
見
橋

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
八
千
代

春
時
雨
船
頭
唄
う
安
来
節

近
藤
ヤ
ス
子

花
開
く
人
影
見
え
ぬ
被
災
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

泰
子

青
空
を
映
す
川
面
に
風
光
る

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

武
田　

敏
子

行
け
ん
わ
な
ぁ
膝
に
聞
い
て
る
遍
路
旅

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
レ
イ
子

失
礼
な
タ
マ
が
顔
見
て
欠
伸
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

満
子

枯
れ
色
に
少
し
紅
さ
す
ま
だ
八
十
路

　
　
　
　
　
　
　
　

酒
本　

敏
博

本
尊
は
家
に
在
り
ま
す
山
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

智
子

本
当
は
ギ
ュ
ッ
と
ハ
グ
し
て
欲
し
か
っ
た

476

市
民
文
芸

家う
ち

の
お
嬢
さ
ん

上中町
里廣 理恵さん

広報あ な ん 2014.05　24



阿南市立図書館だより
５月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
休 休 休 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 休 休 休 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆…阿波公方の苑美化作業）

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　10日㈯　８：30～10：00
　※雨天の場合は18日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00  

としょかんライフ
おもしろい本をどんどん見つけよう！

Let’s enjoy

図書館にはたくさんの本がありますが、１冊１冊の本は誰
でもわかりやすいよう、ルールをもとに分類されて本棚に
置かれています。阿南市立図書館では「日本十進分類法」
という表を使って分類し整理しています。
これはすべての本を「歴史」「文学」などの大きな10のテ
ーマに分け、それぞれのテーマをさらに10のグループに
分けていくしくみです。こうして分けられた分類番号が本
の背表紙に貼ってあるので、この数字を目印に本を探すこ
とができます。	

この本には「９１４ヤ」という分類
番号がついています。
「９」は「文学」をさし、
「１」は「日本語で書かれた」
「４」は「エッセイ」という意味です。

カタカナの「ヤ」は、本を書いた作者の頭文字を示しています。
このルールを知っていると、読みたい本を簡単に探し出す
ことができます。	
くわしくは、受付カウンターでお尋ねください。

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」

巡回日 巡　回　場　所 時　間
  8日㈭ 椿　泊　漁　協　前 14:30～15:00
14日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
15日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30

　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00
16日㈮ 長 生 公 民 館 前 11:00～11:30

　 上　中　分　館　前 14:30～15:00
22日㈭ 山　口　分　館　前※ 14:00～14:30

大　潟　分　館　前※ 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
23日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中 央 病 院 阿 南 荘 前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

29日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 　 団 　 地 　 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※印の巡回場所は時間が変わりました。
・雨天の場合は日程を変更することがあります。

５月の巡回日程
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。７月号の締め切りは５月30日㈮です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

ポリテクセンター徳島
職業訓練生の募集

ままブラスanan maman 
参加者募集

第９回阿南市合唱祭 

募集訓練科　機械加工技術科、電気設備科、
住宅リフォーム技術科

訓練期間　７月１日㈫～12月26日㈮
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　６月２日㈪まで
問 ポリテクセンター徳島
　（☎088－654－5102）へ

第２回阿南市会長杯
ミックスバレーボール大会
日時　５月11日㈰　9:30～開会式
場所　スポーツ総合センター
種目　９人制　男女フリー
チーム構成　監督１人、コーチ１人、マネ
ージャー１人、選手６人～12人（男女不問、
学生は高校生以上）
試合方法　男性の攻撃は、アタックライン
の後からのみとする。
参加料　１チーム4,000円（当日納入）
問 阿南市バレーボール協会事務局
　 近藤（☎090－1579－4732）へ

徳島県母子家庭等就業・自立支援センター

就業支援講習会
対象　母子家庭の母、父子家庭の父および
寡婦で、就業と自立に意欲のある方
科目・日時

▼介護職員初任者研修
６月１日～11月９日（講義・演習15日
間／実習１日）9:30～16:30（通信形式）
／締切：５月20日㈫

▼パソコン講習（昼間）エクセル検定
６月２日～６月27日（月・水・金11日間）
9:00～16:00／締切：５月23日㈮

▼パソコン講習（夜間）ワード・エクセル
６月９日～７月18日（月・火・木・金
24日 間 ）18:30～21:00／ 締 切： ５月
30日㈮

場所　徳島県立総合福祉センターほか
受講料　無料（テキスト代等は必要）
申込方法　所定の申込書に必要事項を記入
のうえ、印鑑を持ってご本人がお申し込み
ください。
問（公財）徳島県母子寡婦福祉連合会
　 仁木（☎088－654－7418）へ

県立南部テクノスクール
職業訓練生募集
訓練科　 ＩＴ技能科２
内容　ワード、エクセル、パワーポイント、

簿記会計等
定員　15人（母子家庭の母等１人を含む）
対象　離転職者等で、公共職業安定所長か

ら受講あっせんを受けた人
訓練期間　６月25日㈬～９月24日㈬
　　　　　（土・日・祝日・お盆は休校）
訓練時間　9:15～15:40
訓練場所　日和佐総合体育館会議室、道の

駅日和佐物産館会議室
受講料　無料（テキスト代は自己負担）
申込期間　４月30日㈬～５月29日㈭
申込先　居住地を所管する公共職業安定所
問 公共職業安定所または南部テクノスクール
　（☎26－0250）へ

阿南まちゼミ
を開催します
お店の人が講師となり専門知識や情報・コ
ツを無料で教えてくれる、まちの中のゼミ
ナールを今年も開催し、商店街のファンづ
くりと活性化を推進します。たくさんの参
加をお待ちしています。
参加店募集期間　５月１日㈭～７月１日㈫
開催時期　
第１回　８月20日㈬～9月20日㈯
第２回　平成27年１月20日㈫～

２月20日㈮
開催エリア　富岡商店街周辺地域
※富岡町周辺地域外の方は、阿南光のまち
ステーションプラザ、牛岐城趾公園管理棟
事務室での開催が可能。
問 阿南商工会議所
　（☎22－2301）へ

また吹いてみたいなと思っているあなたの
ための“ブラバン”。
説明会　５月10日㈯　13:30～
練習日時　毎週土曜日　18：30〜20：30
場所　文化会館　視聴覚室
申込方法　氏名、連絡先、楽器をお知らせ
ください。
※発表は10月19日㈰です。
※管楽器の方は楽器をご持参ください。
問 NPO 法人夢ホール市民協議会
　 夢つくりあなん（☎23－5599）へ

阿南市内の９合唱団とゲストの「響」の皆
さんとともに合唱祭を開催します。
日時　５月18日㈰ 14:00 ～（13:30開場）
場所　夢ホール（文化会館）
出演団体　▼阿南少年少女合唱団・さえず
り会▼ぎんのすず合唱団・見能林童謡を歌
う会▼那賀川童謡を歌う会▼ベルゲンブリ
ューダー▼レディースアンサンブルひまわ
り▼ブルースカイ合唱団▼阿南合唱団
ゲスト出演　響
※入場無料
問 阿南市合唱祭実行員会　松村
　（☎22－3719）へ

たんぽぽまつり
日時　６月１日㈰　
　　　10:00～14:00
場所　那賀川公民館
内容　利用者手作りの
作品展示・即売、各種
模擬店、アトラクション、不要品バザー
※不要品バザーの品物（古着は除く）があ
りましたら、ご提供ください。
問 たんぽぽ作業所（☎44－6888）へ

農業体験講習受講者募集
実地体験を通じ、農業の知識習得と技能向
上を目的とした初心者向けの講習会です。
日程　５月15日㈭～20日㈫の土・日を除

く４日間（10:00～15:00）
場所　横見町下木戸
内容　田植え（準備～水稲植え）
対象　市内在住の50歳以上の方
受講料　無料
定員　10人程度
募集期間　５月１日㈭～12日㈪
※土・日・祝日は受付できません。
問 阿南市シルバー人材センター
　（☎23－2630）へ
　 受付時間　平日9:00～16:00

羽ノ浦こどもの日凧
たこ

揚げ大会
みんなで凧揚げを楽しみましょう！
日時　５月５日㈷　10:00～15:00
※雨天の場合は中止
場所　那賀川河川敷第３緑地公園
　　　（羽ノ浦町明見）
※既製の凧・手作り凧持ち込み歓迎。
※子ども用の凧を無料で貸し出します。
問 羽ノ浦町おやじの何でも塾　福井
　（☎090－5717－7334）へ
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市民の情報ひろば 市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

くらしの無料相談 
労働相談、介護、子育て、税金など、日々
の暮らしの悩みや不安を専門のアドバイザ
ーと連携してお受けします。一人で悩まな
いで、一緒に解決の糸口を見つけましょう。
秘密は固く守られます。
相談日　月～金曜日　10:00～17:00
※事前に予約してください。
問 徳島南部ライフサポートセンター
　 富岡町玉塚 21　里美ビル１階
　（☎24－9501）へ

若者の就労相談会 （予約制）

憲法週間行事無料法律相談

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　５月８日㈭、22日㈭ 13:00～17:00
場所　文化会館１階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション
　（☎088－602－0553）へ

日時　５月15日㈭　9:30～15:30
　　　※予約制
　　　※相談時間は30分
場所　徳島地方・家庭裁判所
定員　50人（午前25人、午後25人）
※申込人数が定員に達した時点で受付を終

了します。
相談担当者　弁護士
問 徳島地方裁判所総務課庶務係
　（☎088－603－0111）へ

登記相談予約制導入
徳島地方法務局では、より一層の行政サー
ビスの充実・向上を図るため、登記相談の
予約制を導入することとしました。
登記相談を利用される場合は、あらかじめ
電話または窓口にお越しのうえ、相談の予
約をお願いします。相談時間は 25 分以内
で、相談料は無料です。

【本局登記部門】
月曜～金曜（祝日・年末年始は除く）　
9:00～12:00、13:00～17:00

【阿南支局および美馬支局】
月曜～金曜（祝日・年末年始は除く）　
9:00～11:30、14:00～17:00
問 本局登記部門（☎088－622－4683）へ
　 阿南支局（☎22－0410）へ 遺言・相続・成年後見制度

無料相談会
日時　５月10日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とは何か、相続の手続き、成年後見
制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　（☎088－626－2083）
　 土・日曜日は地域会員　花野
　（☎090－3787－0305）へ

阿南法人会主催
「林 真理子さん」講演会 
「野心のすすめ」・「正妻 慶喜と美賀子」・「銀
座ママの心得」等の作者、林真理子さんに
よる講演会を開催します。
日時　６月９日㈪　15:30～17:00
場所　ホテル石松（富岡町）
演題　「私の仕事から」
定員　100人　
入場料　無料
申込締切日　５月23日㈮
問 公益社団法人　阿南法人会
　（☎23－1055）へ

蒲生田海岸清掃活動
風光明媚な自然とアカウミガメの上陸産卵
地として有名な蒲生田海岸の清掃活動を行
います。アカウミガメが安心して産卵でき
る環境づくりにご協力ください。
日時　6 月 1 日㈰　9:00 ～（少雨決行）
集合　旧蒲生田小学校前
活動場所　蒲生田海岸
駐車場　旧蒲生田小学校周辺および灯台進

入口駐車場
※作業に適した服装で参加してください。
事故等の責任は負いません。
問 キット海亀部会　鎌田
　（☎090－5140－4936）へ

阿波南部シェアリングネイチャー
自然とあそぼう月例会（５～６月） 

対象　小学生以上（幼児は保護者同伴）
※運動のできる服装で、帽子と水筒を持参
してください。
●畑のネイチャーゲーム
日時　５月 11日㈰　10:00～12:00
場所　栗田グリーン丈六近くの畑（徳島市
丈六町）緑のネイチャーゲームの旗が目印
参加費　１人200円　
申込締切日　５月５日㈷
●雨季の自然を楽しもう！
日時　６月１日㈰　10:00～12:00
場所　羽ノ浦町明見集会所
参加費　１人100円　
※雨でも遊べる準備をしてきてください。
問 阿波南部シェアリングネイチャー
事務局　松田（☎080－5665－1567）へ

小学生から高校生のための
夏休み海外派遣参加者募集
内容　ホームステイ、文化交流など
日時　７月25日㈮～８月17日㈰の内、

８～18 日間
派遣先　アメリカ、イギリス、オーストラ
リア、カナダ、サイパン、シンガポール
対象　小学３年生～高校３年生
参加費　250,000円～650,000円

（共通経費は別途必要）
申込締切日　６月２日㈪または９日㈪
※事業によって異なります。
問（公財）国際青少年研修協会
　（☎03－6417－9721）へ

映画
「祖谷物語
－おくのひと－」

滑竹祭

35㎜フィルムで綴
つづ

る美しき故郷の物語。
国際映画祭でも絶賛！ジブリ作品を彷

ほう

彿
ふつ

と
させる映像美をご堪能ください。上映前に
蔦監督の舞台あいさつがあります。
日時　５月11日㈰　①10:30～②14:00～
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　一般 1,000円（当日500円増し）
高校・大学生・シニア　1,000円、
会員 800円、中学生以下　無料
問 あなんで映画をみよう会　阿部
　（☎090－2788－5465）へ

日時　５月３日㈷
　　　10:00 ～
　　　※雨天順延
場所　阿南スケートボードパーク
内容　開会式　10:45～
　　　スクール受付　10:00～10:30
　　　　　　　開始　11:00～11:45

※スケートスクール無料
コンテスト受付　10:00～12:00

　　　　　　　　開始　12:40～
※参加費は1,000円
※各自、スケートボード、プロテクターを

持参してください。
問 阿南スケートボード協会　石居
　（☎090－5272－5283）へ
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健康いきいき情報

 献血にご協力ください（５月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

15日㈭
道の駅公方の郷なかがわ 那賀川町 10：00～11：10
徳島県農業共済組合（南部） 桑 野 町 12：40～14：00
阿波銀行阿南支店 富 岡 町 15：00～16：30

21日㈬ キョーエイ羽ノ浦店 羽ノ浦町 13：00～16：30

27日㈫
南部テクノスクール 桑 野 町 9：40～11：10
阿 南 市 消 防 本 部 辰 己 町 12：00～13：00

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

問 徳島県赤十字血液センター
（☎088－631－3200）へ

対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、栄

養士による講話と試食
持参物　健康手帳（無い方は交付）

達者でおろな健康教室

５月の日程 場　　　所

12日㈪
10：00～11：30 福井町総合センター

13：30～15：00 長 生 公 民 館

13日㈫ 10：00～11：30 中 林 ふ れ あ い 会 館

14日㈬
10：00～11：30 那賀川社会福祉会館

13：30～15：00 加 茂 谷 総 合 セ ン タ ー

20日㈫
10：00～11：30 新 野 公 民 館

13：30～15：00 宝 田 公 民 館

23日㈮
10：00～11：30 桑野コミュニティセンター

13：30～15：00 羽 ノ 浦 公 民 館

26日㈪
10：00～11：30 大 野 老 人 憩 い の 家

13：30～15：00 橘 町 総 合 セ ン タ ー

27日㈫
10：00～11：30 椿 公 民 館

13：30～15：00 椿 泊 老 人 憩 い の 家

28日㈬ 10：00～11：30 中野島公民館上中分館

健康相談 (体組成測定あり)

日時　５月２日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館
内容　血圧測定、検尿、体組成の測定、個

別健康相談、介護の相談、栄養相談
コーナー

対象　市内在住の方
持参物　健康手帳、血液検査の結果など
問 保健センター（☎22－1590）へ

長期にわたる病気のため、定期
予防接種を受けられなかった方へ
予防接種法の改正により、定期の予防接種
対象年齢内に予防接種を受けられなかった
方も一定期間内であれば、定期予防接種と
して接種できるようになっています。くわ
しくは、お問い合わせください。
対象者
①対象となる重篤な病気（市ホームページ

をご覧いただくか、または保健センター
へお問い合わせください）にかかった方

②臓器移植を受けた後、免疫の機能を抑制
する治療を受けた方

③医学的知見に基づき①または②に準ずる
と認められた方

対象期間
予防接種が受けられなかった要因がなくな
った日から２年以内。ただし、ＢＣＧは４
歳未満、四種混合は15歳未満、Ｈｉｂ感
染症は10歳未満、小児の肺炎球菌感染症
は６歳未満であること。
問 保健センター（☎22－1590）へ

かもだ岬温泉保養センター

阿波踊り体操教室
日時　５月８日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）
問 保健センター（☎22－1590）へ

問 保健センター（☎22－1590）へ

「アミューズ阿南絵画教室」 絵画展開催中　
期間　５月31日㈯まで
場所　かもだ岬温泉ロビー
提供　佐々木けい子阿南教室

【５月の休館日】
　７日㈬、12日㈪、19日㈪、26日㈪
問 かもだ岬温泉保養センター
　（☎21－3030）へ

市のホームページに掲載してい
る「こころの体温計」で、心の
ストレス度や落ち込み度をチェ
ックすることができます。また、
ストレス度にあった相談機関を
紹介しています。

自殺を防ぐために
平成24年度の阿南市民健康意識調査では、6.7％の方が「自殺について、考えたことがある」
と回答しました。
自殺を考える人は「死ぬしかない」と視野が狭まっていたり、「孤立している」と感じて
います。どうか、あなたの大切な人、身近な人の心の声に耳を傾けてください。

気づき：家族や仲間の変化に気づいて、「いつもと様子が違うので心配だ」などと声をか
けることで、「あなたは決してひとりではないのだ」と理解してもらえます。

傾　聴：話をじっくり聞き、その気持ちを尊重し、肯定的に受け止めると、気持ちが落ち
着いて、本来の自分を取り戻すことができます。

つなぎ：抱え込んでいる問題や悩みを解決する方法として、専門家などに相談するよう促
し、さまざまな支援を受け、その輪を広げていくことが大切です。

見守り：話を聞いた→専門家を紹介した→一見元気になったように見えても、悩みは繰り
返し頭を占めるものです。本人が完全に乗り越えるまで、長期間寄り添いながら、
じっくりと見守る必要があります。

問 保健センター（☎22ー1590）・阿南保健所（☎28ー 9878）へ

こころの体温計
落ち込み度・ストレス度チェック
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５月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

●こいのぼりをプレゼント
日時　５月４日㈷　10:00～
場所　「阿南の加茂谷鯉まつり」会場
　　　（深瀬町）

●ファミサポの提供活動
　「かずら工芸」
提供活動の話や説明会を行い、会員交流と
してかずら工芸を体験していただける研修
会です。
日時　５月20日㈫　9:30～12:00
場所　社会福祉会館５階（阿南駅南隣）
材料費　1,000円（かずら工芸体験）
※事前に予約が必要です。

●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。計測や相談も
できます。
日時　５月22日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館１階　すこやかルーム

●出張登録会
今年度から２カ月に１回、出張登録を行い
ます。ぜひこの機会に登録にお越しくださ
い。
日時　５月22日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館１階
　　　すこやかルーム前

●ボランティアスタッフ募集
７月５日㈯に10周年記念交流会を計画し
ており、当日お手伝いしていただける方を
募集しています。阿南ファミリーサポート
センターまでご連絡ください。

問 阿南ファミリーサポートセンター　
　（☎24－5550）へ

阿南
ファミリー
サポート
センター

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　14日㈬　桑野公民館
　　　21日㈬　加茂谷公民館
　　　28日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
2日㈮、９日㈮、13日㈫、16日㈮、
20日㈫、27日㈫、30日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
５月

（※＝要予約）
  2日㈮　高齢者とのふれあい食事会※
  8日㈭　母の日のプレゼント作り
12日㈪　発育計測・健康相談
14日㈬　ミュージックケア(乳児)※
19日㈪　発育計測
21日㈬　ミュージックケア(幼児)※
22日㈭　お誕生会
23日㈮　おはなしコロリン
30日㈮　消防車・パトカー見学会※
問 那賀川子育て支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば� 平日 9:00 〜 16:00

５月

13日㈫　保健師による身体計測
「乳幼児の健康について」のおは
なし　※母子手帳持参

20日㈫　おはなしのポケット
27日㈫　お誕生会

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

13日㈫　おはなしだいすき
20日㈫　みんなで遊ぼう
27日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

13日㈫　おはなしのポケット
20日㈫　子育て講座
　　　    講師　仁木小弥香さん
27日㈫　お誕生会

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

最近の子どもたちは、道徳性や規範意
識が低下しているといわれます。その
原因の 1つに「子どもにとってこわ
い存在がなくなったから」との指摘が
あります。そういえば、昔は近所にこ
わいおっちゃんがいて、悪いことをす
るとおっちゃんに怒られるというよう
な独特の子どもの世界があったように
思います。家では父がこわく、学校で
は先生がこわく、近所では前述のよう
なおっちゃんや警察がこわく、そのよ
うな環境の中で自分を律し、きまりに
従い、規範意識を身につけてきたよう
に思います。（もちろんそれだけでは
ありませんが）
それでは、いつのまにそのような存在
がなくなったのでしょうか。また、子
どもたちを律してきた「こわさ」とは、
何だったのでしょうか。私は、この「こ
わさ」とは、大きな声ですごんだり、
威圧的な態度をとるというようなこと
ではなく、その人の持つ「威厳」だと
思うのです。この「威厳」について軍
師黒田官兵衛は、次のように言ってい
ます。
「まず自分の行状を正しくし、理非賞
罰をはっきりさせていれば、しかった
り脅したりせずとも自然に威は備わる
ものである」と。

学校教育課 

子 育 て 一 言 メ モ

－本当のこわさとは－

  2日㈮　こどもの日のお祝いをしましょう
  9日㈮　母の日のアレンジメント
　　　    講師　コスモスフレンズ代表
　　　    　　　小原邦子さん
　　　    ※要予約で材料費が必要です。
13日㈫　おはなしをきこう
20日㈫　助産師さんの発育相談10:30～
　　　    助産師　山田美知代さん
27日㈫　お誕生会
16日㈮・23日㈮・30日㈮
　　　    うたって遊ぼう

みんなのひろば� ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

て ひ ろば育子
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５月 地区 時　　間 場　　　　所

12
日
㈪

見
能
林
・
桑
野

9:30～   9:40 旧 才 見 分 館

9:50～10:00 中 林 分 館

10:10～10:20 北 の 脇 石 油 裏 の 庵

10:30～10:40 見 能 林 公 民 館

10:50～11:00 林 崎 正 八 幡 神 社

11:10～11:20 大 潟 分 館

11:30～11:40 津 乃 峰 分 館

13:00～13:10 山 口 分 館

13:20～13:30 川 西 集 会 所

13:40～13:50 桑 野 駅 前

14:00～14:10 大 地 橋 西 詰

14:20～14:30 成 松 集 会 所

13
日
㈫

宝
田
・
中
野
島
・
長
生

9:30～  9:40 石 本 秀 松 園 前

9:50～10:00 宝 田 公 民 館

10:10～10:20 阿南バッティングセンター横

10:30～10:40 上 中 分 館

10:50～11:00 柳 島 老 人 ル ー ム

11:10～11:20 横 見 消 防 詰 所

13:00～13:10 長 生 住 民 セ ン タ ー

13:20～13:30 長 生 隣 保 館

13:40～13:50 西 方 大 将 軍 神 社

15
日
㈭

福
井
・
新
野

9:30～  9:40 福井町総合センター

9:50～10:00 福 井 駅 前

10:10～10:20 旧 福 井 南 小 学 校

10:40～11:00 新 野 旧 家 畜 診 療 所

11:10～11:20 新 野 住 民 セ ン タ ー

13:00～13:10 久 田 橋 東 詰

13:20～13:30 農 協 徳 信 集 荷 場

13:50～14:00 生 谷 バ ス 停

19
日
㈪

大
野
・
加
茂
谷

9:30～  9:40 下 大 野 八 幡 神 社

9:50～10:00 大 野 住 民 セ ン タ ー

10:10～10:20 上 大 野 八 幡 神 社

10:40～10:50 熊 谷 町 集 会 所

11:00～11:10 加茂谷総合センター

11:20～11:30 楠 根 消 防 格 納 庫

13:00～13:10 旧 大 井 小 学 校 前

13:20～13:30 十八女コミュニティセンター

13:40～13:50 お 松 権 現

５月 地区 時　　間 場　　　　所

20
日
㈫

椿
・
椿
泊
・
橘

9:50～10:00 働 々 バ ス 停

10:10～10:20 椿 住 民 セ ン タ ー

10:40～10:50 椿 泊 連 絡 所

13:00～13:10 鵠 分 館

13:20～13:30 海 正 八 幡 神 社

13:40～13:50 橘 町 総 合 セ ン タ ー

14:00～14:10 橘こどもセンター前

14:20～14:30 阿南勤労者体育センター

22
日
㈭

富
岡

9:20～  9:30 黒 津 地 八 幡 神 社

9:40～   9:50 王 子 バ ス 停 広 場

10:00～10:10 日開野コミュニティセンター

10:20～10:30 三 石 神 社

10:40～10:50 阿南青少年健全育成センター

11:00～11:10 正 福 寺 入 口

11:20～11:30 阿 南 ひ ま わ り 会 館

26
日
㈪

羽
ノ
浦

9:30～  9:40 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

9:50～10:00 春 日 野 中 央 公 園

10:10～10:20 あすみが丘天神神社

10:30～10:40 岩 脇 小 学 校 校 庭

10:50～11:00 羽ノ浦公民館古庄分館

那
賀
川

13:00～13:10 東とくしま農協西原出張所

13:20～13:30 那賀川公民館平島分館

13:40～13:50 出 島 神 明 神 社

14:00～14:10 那 賀 川 公 民 館

14:20～14:30 小 延 日 吉 神 社

14:40～14:50 島 尻 厳 島 神 社

15:00～15:10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
次の日程で犬の登録と予防注射を行っていますので、犬を飼っている方は、最寄りの
場所に必ずお出かけください。	 料金6,000円（登録3,000円、注射3,000円）

犬の登録と予防注射のお知らせ

■問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

■問い合わせは　環境保全課（☎22－3413）へ

生涯登録を済ませた飼い犬が死亡したとき、犬の所
在地・飼い犬が変わったときなどは届け出が必要です。

・犬の放し飼いは絶対にやめてください。
・公共の場で飼い犬がふんをしたら、飼い主が責任
をもって持ち帰ってください。

届け出が必要です

ご協力ください
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表紙は、新野東小学校の１、２年生の皆さんです。４月から同じ教室で授業を受けます。屈託のない笑顔は学校の宝、地域の宝でもあります。学校生活で多く
のことを学び、経験し、健やかに成長してほしいと思います。さて、市ホームページ「広報編集長の小窓」で、過去の広報を振り返る「広報あなんアーカイブ
ス」を始めました。時代を感じさせる記事や生活の営みが色濃くにじみ出た記事、編集者の熱い思いが伝わってくる記事などをピックアップして紹介していき
ます。こちらもぜひご覧ください。（山田）
ABO60のダンス練習は、皆さん本当に楽しそう。室内には明るい笑い声が絶えず、取材に行った私もたくさん元気をもらいました。実は、当初の目標メンバ
ー数である30人を突破した今でも、「私もメンバーに入れてほしい！」という声が多く寄せられているとのこと。今後の活躍が楽しみです。（相田）

編集室の

窓

５月の市税

●平成26年度分の市県民税・国民健康保険税第１期分から口
座振替を希望される場合は、５月15日㈭までに指定金融機関の
窓口で手続きをしてください。全期前納から期別納付への変更
も同様です。
●固定資産税（全期分）口座振替済通知書と軽自動車税口座振
替済通知書（納税証明書）の郵送は５月中旬を予定しています。

日曜相談窓口  25日㈰  8:30〜17:00（市役所 1階納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
3日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
4日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
5日 玉 眞 病 院 宝 田 町 ☎23−0551
6日 岩 城 ク リ ニ ッ ク 学 原 町 ☎23−5600
11日 村 上 内 科 外 科 医 院 那賀川町 ☎42−3110
18日 むらかみ内科循環器クリニック 羽ノ浦町 ☎44−1010
25日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

５月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00〜17：00
日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

５月の相談

法律相談（要予約）	 １日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　市民相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談	 13日㈫・27日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　市民相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 23日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 消費生活センター
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 14日㈬
時 13:30～16:00　所 新野公民館・那賀川社会福祉会
館応接室　問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談	 20日㈫
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談	 12日㈪・19日㈪・26日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性の生き方なんでも相談（要予約）
日 13・20・27日　時 13:00～17:00
日 ９・23日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22－0361

年金相談（要予約）	 １日㈭
時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※６月の相談日はありません。

スポーツ施設５月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 7・12・19・26日
那賀川スポーツセンター 7・14・21・28日
羽ノ浦総合国民体育館 7・12・19・26日
羽ノ浦健康スポーツランド 7・12・19・26日
県南部健康運動公園 7・13・20・27日

人口と世帯数

人口 76,407人 （−227）
（男）36,828人 （−116）
（女）39,579人 （−111）

世帯数 30,059世帯（＋6）

※平成26年３月末日現在
　カッコ内は前月対比

５月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

７日㈬・21日㈬　17：15〜18：15　市役所本庁１階
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今
年
１
月
、
野
球
の
ま
ち
阿
南
に
チ
ア
ガ
ー

ル
が
誕
生
し
た
。
そ
の
名
も
、「
Ａ
Ｂ
Ｏ
60
」。

阿
南
の
「
Ａ
」、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
「
Ｂ
」、
お

ば
ち
ゃ
ん
の
「
Ｏ
」
に
、
60
歳
以
上
の
「
60
」

の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
。
野
球
の
試
合
で
訪

れ
る
県
外
か
ら
の
選
手
を
阿
南
流
の
お
も
て
な

し
で
歓
迎
し
よ
う
と
、
試
合
を
盛
り
上
げ
る
応

援
ダ
ン
ス
や
か
け
声
の
練
習
を
始
め
た
。

　

熱
心
な
野
球
フ
ァ
ン
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
ま
し
て
や
応
援
団
を
結
成
す
る
の
も
初
め

て
の
経
験
。
そ
の
た
め
一
度
決
め
て
も
や
り
直

し
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
た
く
さ
ん
の
試
行
錯

誤
を
重
ね
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
都
崎
文
恵
さ
ん

（
61
歳
・
柳
島
町
）
は
、
言
葉
に
力
を
込
め
る
。

　
「
試
合
で
心
の
こ
も
っ
た
応
援
を
も
ら
え
る

こ
と
は
、
阿
南
へ
来
て
良
か
っ
た
と
い
う
気
持

ち
に
つ
な
が
る
と
思
う
ん
で
す
。
せ
っ
か
く
な

ら
、
ひ
と
り
で
も
多
く
阿
南
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
い
、『
も
う
一
度
来
た
い
』
と
感
じ
て
ほ

し
い
。
大
変
な
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
選
手
の

皆
さ
ん
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
ま
す
」

　

ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
ダ
ン
ス
も
、
練
習
を
続
け

る
う
ち
上
達
。
還
暦
の
赤
が
目
立
つ
手
作
り
の

衣
装
は
、
地
域
活
性
化
の
た
め
材
料
も
市
内
で

買
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
も
35
人
に
増
え
、
少
し
ず

つ
、デ
ビ
ュ
ー
に
向
け
準
備
を
整
え
て
い
っ
た
。

　

迎
え
た
４
月
19
日
。
西
日
本
生
涯
還
暦
野
球

大
会
の
会
場
で
は
、
Ａ
Ｂ
Ｏ
60
の
ダ
ン
ス
と
大

き
な
声
援
が
観
客
席
に
華
や
か
さ
を
添
え
た
。

打
席
へ
向
か
う
選
手
の
名
前
を
連
呼
し
て
エ
ー

ル
を
送
れ
ば
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
笑
顔
が
か
え

っ
て
く
る
。「
頑
張
っ
て
な
」「
よ
っ
し
ゃ
、
頑

張
る
わ
」。
得
点
が
入
る
と
ダ
ン
ス
で
祝
福
。

出
会
っ
た
ば
か
り
の
選
手
と
チ
ア
ガ
ー
ル
の
間

で
、
い
つ
の
ま
に
か
心
が
通
い
あ
っ
て
い
た
。

　

今
ま
で
野
球
の
ま
ち
阿
南
の
取
組
に
関
わ
る

機
会
が
少
な
か
っ
た
女
性
た
ち
が
編
み
出
し
た

の
は
、「
応
援
」
と
い
う
新
し
い
形
。
Ａ
Ｂ
Ｏ

60
が
さ
き
が
け
と
な
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も

っ
と
多
く
の
方
と
一
緒
に
野
球
の
ま
ち
阿
南
を

盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
…
。
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち

が
思
い
描
く
未
来
の
構
想
が
叶
う
日
は
、
き
っ

と
そ
う
遠
く
は
な
い
は
ず
だ
。

ぶらりまち紀行
阿南

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
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市
ホ

ー
ム

ペ
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ジ
か

ら
ご

覧
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た
だ

け
ま
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野球のまち阿南チアガール　Ａ
えーびーおーろくじゅう

ＢＯ 60


